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松山
大
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一
経
歴
お
よ
び
業
績

経
歴

業
績
二
言
説
の
特
徴

法
的
・
歴
史
的
事
実
に
基
く
議
論
の
展
開

着
実
で
現
実
的
な
主
張
三
対
米
認
識

米
国
人
観

米
国
の
政
治
外
交
に
対
す
る
評
価
四
日
米
関
係
を
め
ぐ
る
認
識

基
本
的
認
識

移
民
問
題
に
関
す
る
言
説
五
米
田
の
位
置
づ
け

総
括

米
田
の
果
し
た
役
割
二
七
一経
歴
お
よ
び
業
績
（
１
）
米
田
實
（
ま
い
だ
・
み
の
る
一
八
七
八－
一
九
四
八
）
は
、
明
治
末
か
ら
昭
和
戦
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
国
際
問
題
評
論
家
で
あ
る
。
彼
は
東
京
朝
日
新
聞
（
以
下
東
朝
と
略
称
）
で
、
外
報
部
長
や
論
説
委
員
長
な
ど
を
務
め
た
新
聞
人
で
あ
り
、『
中
央
公
論
』
や
『
太
陽
』、『
外
交
時
報
』
な
ど
に
も
厖
大
な
数
の
論
説
を
発
表
し
た
。
ま
た
明
治
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
り
、
国
際
法
学
会
で
は
評
議
員
を
つ
と
め
る
な
ど
、
外
交
史
、
国
際
法
の
専
門
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
今
日
、
彼
の
名
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
そ
の
経
歴
や
業
績
に
、
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
筆
者
は
、
彼
を
日
本
に
お
け
る
国
際
問
題
評
論
の
先
駆
者
の
一
人
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
そ
の
活
動
を
通
じ
て
、
当
時
の
社
会
の
対
米
認
識
に
、
少
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
物
と
考
え
て
い
る
。
本
章
で
は
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
彼
の
対
米
認
識
に
つ
い
て
分
析
す
る
が
、
本
節
で
は
ま
ず
、
そ
の
経
歴
と
業
績
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

経
歴

東
朝
入
社
以
前
米
田
實
は
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
一
二
月
、
福
岡
県
久
留
米
に
生
れ
た
。
数
え
年
一
六
歳
で
単
身
上
京
し
、
苦
学
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
徳
富
蘇
峰
、
つ
い
で
勝
海
舟
に
見
出
さ
れ
、
そ
の
援
助
に
よ
り
一
九
歳
で
渡
米
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
経
て
、オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
の
法
学
部
に
進
ん
だ
。
同
学
部
の
一
級
上
に
は
松
岡
洋
右
が
お
り
、
両
者
は
こ
の
時
に
親
交
を
結
ぶ
。
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
同
大
学
を
卒
業
す
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
二
八
４０３
る
と
、
彼
は
そ
の
ま
ま
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
の
大
学
院
に
進
み
、
二
年
後
に
は
政
治
学
修
士
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
か
ら
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
ま
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
大
学
院
に
籍
を
置
き
、
研
究
を
続
け
た
。
こ
の
よ
う
に
学
問
を
深
め
る
一
方
で
、
当
時
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
発
行
さ
れ
て
い
た
邦
字
新
聞
の
い
く
つ
か
に
関
係
し
、
特
に
『
桑
港
日
本
新
聞
』
と
『
日
米
』
で
は
編
輯
長
や
主
筆
を
務
め
た
と
さ
れ
る
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
四
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
で
罹
災
、
大
学
院
を
退
学
し
て
『
日
米
』
の
復
興
に
尽
力
し
た
が
、
翌
年
に
な
っ
て
帰
国
し
た
。

東
朝
時
代
帰
国
後
、
彼
は
雑
誌
『
太
陽
』
な
ど
に
論
文
を
投
稿
し
て
い
た
が
、
そ
の
一
つ
が
東
京
朝
日
新
聞
の
池
辺
三
山
の
目
に
と
ま
っ
た
。
池
辺
の
誘
い
を
受
け
、
彼
は
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
東
朝
に
入
社
、
外
報
を
担
当
す
る
傍
ら
、
社
説
の
執
筆
も
手
伝
う
こ
と
と
な
る
。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
、
東
朝
に
編
輯
局
制
が
布
か
れ
、
米
田
は
外
報
部
長
と
な
る
。
彼
は
こ
の
地
位
に
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
ま
で
と
ど
ま
る
が
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
す
る
と
部
長
在
任
の
ま
ま
、
特
派
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
駐
在
し
た
（
一
九
一
五
年
四
月
か
ら
翌
年
一
一
月
ま
で
）。
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
四
月
、
論
説
班
の
組
織
に
伴
い
論
説
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
、
互
選
に
よ
り
委
員
長
に
就
任
。
翌
年
一
月
に
は
外
報
部
長
を
辞
し（
論
説
委
員
長
は
留
任
）相
談
役
と
な
る
が
、
同
年
四
月
か
ら
半
年
間
、
編
輯
局
長
代
理
を
兼
務
し
た
。
そ
の
後
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
編
輯
局
顧
問
兼
論
説
委
員
と
な
り
、
以
後
停
年
退
社
す
る
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
ま
で
、
専
ら
論
説
の
執
筆
に
精
力
を
注
い
だ
。
こ
れ
ら
新
聞
人
と
し
て
の
活
動
の
一
方
、
彼
は
『
太
陽
』『
外
交
時
報
』『
中
央
公
論
』
な
ど
に
、
盛
ん
に
論
文
を
発
表
す
る
。
ま
た
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
国
際
法
学
会
に
入
会
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
は
雑
誌
委
員
と
な
り
、
の
ち
に
評
議
４０２
米
田
實
の
対
外
認
識
二
九
員
兼
編
纂
委
員
と
な
っ
て
、
学
会
の
運
営
に
も
参
与
し
た
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
、
明
治
大
学
の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
と
法
学
部
教
授
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、
ま
た
政
治
経
済
学
部
の
設
置
に
尽
力
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
、
同
学
部
の
創
立
に
伴
い
移
籍
。
一
方
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
か
ら
は
東
京
商
科
大
学
（
現
・
一
橋
大
学
）
で
も
外
交
史
を
講
じ
た
（
２
）。
ま
た
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
三
月
、
東
京
大
学
法
学
部
か
ら
法
学
博
士
号
を
授
け
ら
れ
た
。
な
お
、
彼
は
評
論
家
と
し
て
も
高
名
で
あ
り
、
全
国
各
地
で
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
石
田
秀
人
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
何
々
会
又
は
何
々
新
聞
社
の
主
催
で
、
外
交
問
題
の
講
演
会
や
研
究
会
が
開
か
れ
る
際
に
は
、
殆
ど
氏
の
顔
を
見
な
い
こ
と
な
い
位
に
売
れ
つ
子
で
あ
る
。
今
夏
〔
一
九
二
八
年
夏
〕
の
如
き
北
は
北
海
道
よ
り
南
は
九
州
の
果
ま
で
、
二
十
口
ば
か
り
の
講
演
を
引
受
け
た
の
で
、
六
月
以
後
の
申
込
は
全
部
断
る
と
い
ふ
位
の
人
気
で
あ
つ
た
（
３
）。
と
書
い
て
い
る
。

東
朝
退
社
以
後
一
九
三
三（
昭
和
八
）年
一
二
月
、
米
田
は
二
五
年
間
勤
務
し
た
東
京
朝
日
新
聞
を
停
年
退
社
し
た
。
同
社
顧
問
の
肩
書
は
残
っ
た
が
、
米
田
は
以
後
も
っ
ぱ
ら
研
究
者
、
評
論
家
と
し
て
活
動
を
続
け
る
こ
と
と
な
る
。
さ
き
に
挙
げ
た
国
際
法
学
会
に
お
け
る
活
動
の
ほ
か
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
は
東
亜
同
文
会
理
事
と
な
り
、
明
治
大
学
で
は
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
、
終
身
商
議
員
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
、
米
田
は
大
学
で
外
交
史
と
国
際
公
法
を
講
じ
て
い
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
主
催
す
る
講
演
会
に
講
師
と
し
て
参
加
、
国
際
知
識
の
普
及
に
努
め
た
。
さ
ら
に
雑
誌
な
ど
に
、
引
続
き
厖
大
な
数
の
論
文
を
発
表
し
つ
づ
け
た
。
日
華
事
変
以
後
は
極
度
に
時
勢
を
悲
観
し
、
神
経
衰
弱
気
味
に
な
っ
た
ら
し
い
が
、
論
稿
の
発
表
は
終
戦
の
年
ま
で
続
い
て
い
る
。
大
戦
末
期
に
長
野
県
に
疎
開
、
こ
の
時
に
腎
臓
を
患
い
、
ま
た
一
九
四
六（
昭
和
二
一
）年
一
月
に
は
、
疎
開
先
で
妻
を
喪
う
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
三
〇
４０１
明
治
大
学
で
は
戦
後
も
教
壇
に
立
っ
た
が
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
〇
月
か
ら
療
養
生
活
に
入
り
、
翌
年
一
月
九
日
に
死
去
し
た
。

業
績
米
田
が
、
生
涯
を
通
じ
て
執
筆
し
た
論
稿
の
数
は
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
確
認
し
た
か
ぎ
り
で
も
、
千
篇
を
大
き
く
越
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
国
際
問
題
に
関
す
る
雑
誌
論
文
、
あ
る
い
は
新
聞
の
署
名
入
り
論
説
で
、
著
書
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
主
著
と
さ
れ
る
『
最
近
世
界
の
外
交
』
お
よ
び
『
現
代
外
交
講
話
』
に
し
て
も
、
す
で
に
雑
誌
な
ど
に
発
表
し
た
諸
論
文
を
、
補
訂
の
う
え
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
（
４
）。
雑
誌
論
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
彼
が
も
っ
と
も
多
数
の
論
稿
を
発
表
し
た
の
は
『
外
交
時
報
』
で
あ
り
、
約
二
百
篇
を
投
じ
て
い
る
（
５
）。
ま
た
『
中
央
公
論
』
に
五
十
余
篇
、『
太
陽
』
に
は
四
十
余
篇
を
発
表
し
、
さ
ら
に
国
際
法
学
会
の
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
に
も
お
よ
そ
六
十
篇
を
発
表
し
て
い
る
。
新
聞
の
論
説
に
つ
い
て
も
、
米
田
は
東
朝
の
論
説
委
員
と
し
て
、
同
紙
に
多
数
の
署
名
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
無
署
名
で
多
数
の
社
説
を
執
筆
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
社
説
を
担
当
し
た
か
は
ほ
と
ん
ど
明
か
で
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
講
演
の
速
記
録
の
類
も
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
業
績
の
一
部
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
主
に
、
講
演
を
主
催
し
た
団
体
が
発
行
す
る
雑
誌
に
記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
出
版
頒
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
米
田
は
体
系
的
な
著
作
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
厖
大
な
論
稿
や
講
演
活
動
に
よ
っ
て
、
当
時
の
社
会
の
国
際
問
題
に
対
す
る
認
識
に
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
、
一
九
二
〇
年
代
の
言
説
に
見
ら
れ
る
一
般
的
な
特
徴
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
４００
米
田
實
の
対
外
認
識
三
一
二言
説
の
特
徴
本
稿
が
分
析
の
対
象
と
す
る
の
は
、
米
田
の
一
九
二
〇
年
代
の
言
説
で
あ
る
（
６
）。
そ
こ
に
は
、
明
か
に
一
定
の
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
大
き
く
分
け
て
、
次
の
二
つ
の
特
徴
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。

法
的
・
歴
史
的
事
実
に
基
く
議
論
の
展
開
第
一
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
法
的
事
実
、
歴
史
的
事
実
を
基
礎
と
し
た
議
論
の
展
開
で
あ
る
。
か
れ
の
言
説
は
、
常
に
そ
の
中
心
が
、
法
的
事
実
や
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
の
詳
細
な
紹
介
と
解
説
と
に
割
か
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
主
張
も
、
こ
れ
ら
の
諸
事
実
に
関
す
る
叙
述
の
う
え
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
、
明
治
期
に
発
表
さ
れ
た
論
稿
に
お
い
て
す
で
に
明
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
「
学
童
隔
離
と
米
国
憲
法
の
保
障
」
で
、
米
田
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
学
童
隔
離
問
題
を
取
上
げ
、
有
力
な
対
策
の
一
つ
と
さ
れ
る
米
国
内
で
の
訴
訟
が
、
妥
当
な
策
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
い
る
（
７
）。
検
討
に
際
し
て
彼
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ば
か
り
で
な
く
、
カ
ン
ザ
ス
、
ア
イ
オ
ワ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
な
ど
で
提
起
さ
れ
た
、
隔
離
学
校
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
同
様
の
訴
訟
を
詳
し
く
分
析
し
、
こ
れ
ま
で
こ
の
種
の
学
校
の
設
置
を
違
憲
と
す
る
判
決
が
一
度
も
出
て
い
な
い
と
指
摘
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
基
い
て
、
訴
訟
に
よ
る
問
題
の
解
決
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
た
。
こ
の
よ
う
な
論
理
の
展
開
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
論
稿
で
も
全
く
変
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
明
か
に
す
る
た
め
、
一
九
二
三（
大
正
一
二
）
年
の
論
文
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
と
日
本
」
を
見
て
み
た
い
（
８
）。
こ
の
論
文
の
主
題
は
「
東
洋
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
で
あ
る
。
米
田
は
論
文
の
冒
頭
で
「
我
国
で
は
今
猶
ほ
東
洋
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
三
二
３９９
声
を
な
す
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
（
９
）、
そ
の
妥
当
性
の
吟
味
が
論
文
の
目
的
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
ま
ず
、
米
国
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
歴
史
を
詳
し
く
述
べ
、同
国
が
一
貫
し
て
、西
半
球
に
対
す
る
諸
列
強
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
排
除
に
努
め
て
き
た
と
指
摘
。
モ
ン
ロ
ー
宣
言
に
し
て
も
、
も
と
も
と
英
米
の
共
同
宣
言
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
米
大
陸
の
問
題
に
英
国
が
発
言
権
を
得
る
こ
と
を
怖
れ
た
米
国
の
主
張
に
よ
り
、
単
独
宣
言
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
米
国
は
、
過
去
の
中
南
米
政
策
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
注
意
深
く
他
国
の
関
与
を
排
除
し
て
き
た
。
一
方
、
こ
れ
と
は
対
照
的
な
の
が
、
日
本
の
ア
ジ
ア
外
交
で
あ
る
。
日
本
は
自
ら
の
ア
ジ
ア
政
策
を
表
明
す
る
際
に
、
常
に
他
国
と
の
共
同
宣
言
の
形
を
と
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
日
英
同
盟
で
あ
り
、
高
平
・
ル
ー
ト
協
定
で
あ
り
、
四
国
条
約
、
九
国
条
約
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
実
は
、
そ
の
適
否
は
別
と
し
て
も
、
す
で
に
ア
ジ
ア
か
ら
他
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
排
斥
し
え
な
い
状
態
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
米
田
は
右
の
よ
う
に
両
者
の
相
違
を
明
か
に
し
た
上
で
、
日
本
は
も
は
や
、
他
国
を
排
除
す
る
「
東
洋
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
を
主
張
し
得
る
だ
け
の
根
拠
を
失
っ
て
い
る
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
米
田
は
つ
ね
に
、
当
該
の
問
題
に
関
す
る
過
去
の
経
緯
や
法
的
な
事
実
を
詳
し
く
分
析
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
自
己
の
見
解
を
提
示
す
る
。
た
だ
し
、
彼
は
過
去
の
歴
史
や
法
律
論
に
、
常
に
縛
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
論
文
の
中
で
、
米
田
は
日
英
同
盟
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
評
価
し
た
が
、
国
際
聯
盟
が
成
立
し
た
今
日
、
状
況
は
一
変
し
た
の
で
あ
っ
て
、
仮
に
同
盟
が
こ
れ
ま
で
通
り
に
存
続
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
は
な
ら
な
い
と
警
告
し
て
い
る
（
１０
）。
ま
た
、
同
じ
年
の
別
の
論
文
で
、
彼
は
米
国
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
再
審
議
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
留
保
付
き
批
准
の
動
き
に
関
連
し
て
な
さ
れ
た
、「
批
准
時
の
留
保
は
国
際
法
上
無
効
で
あ
る
」
と
の
主
張
を
、
法
律
論
と
し
て
は
一
理
あ
る
が
、
政
治
的
に
は
無
意
味
な
議
論
で
あ
る
と
切
捨
て
て
い
る
（
１１
）。
以
上
が
米
田
の
言
説
の
、
外
形
上
の
特
徴
で
あ
る
。
次
に
、
彼
の
主
張
の
内
容
上
の
特
徴
を
吟
味
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
３９８
米
田
實
の
対
外
認
識
三
三

着
実
で
現
実
的
な
主
張
米
田
は
明
治
末
期
に
東
朝
の
外
報
部
長
に
就
任
し
て
以
来
、大
正
の
全
期
間
を
通
じ
て
、同
社
の
最
高
幹
部
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
既
述
の
通
り
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
は
論
説
委
員
長
に
も
就
任
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
彼
は
間
違
い
な
く
、
当
時
の
言
論
界
を
代
表
す
る
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
米
田
は
、
政
治
的
主
張
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
は
、
し
ば
し
ば
慎
重
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
自
ら
を
「
学
究
」
と
規
定
し
て
い
た
。
彼
は
論
稿
の
な
か
で
「
予
の
性
格
は
学
究
で
あ
つ
て
、
実
際
政
客
向
き
で
は
な
い
」
と
書
き
（
１２
）、「
私
は
書
生
で
あ
り
ま
し
て
、
政
治
家
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
（
１３
）。
そ
し
て
こ
の
自
己
規
定
は
、
そ
の
言
説
に
も
反
映
す
る
。
対
米
移
民
問
題
を
分
析
し
た
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
論
稿
に
お
い
て
、
米
田
は
こ
の
問
題
の
経
緯
を
詳
細
に
分
析
し
、
一
九
二
四
年
の
「
排
日
移
民
法
」
に
見
ら
れ
る
、
人
種
差
別
的
な
性
格
に
も
精
し
く
言
及
し
た
が
、
最
後
に
「
予
は
政
論
を
敢
て
し
無
い
、
学
究
の
職
分
と
し
て
は
、
上
述
せ
る
所
、
大
体
同
問
題
の
真
相
を
明
か
に
し
た
と
考
へ
る
か
ら
、
之
で
一
応
本
論
を
終
る
」と
書
き
、
稿
を
終
ら
せ
て
い
る
（
１４
）。
ま
た
、
同
じ
く
移
民
問
題
を
扱
っ
た
講
演
「
日
米
外
交
関
係
」
で
も
、
彼
は
「
是
以
上
申
上
げ
ま
す
と
、
政
治
論
に
な
つ
て
仕
舞
ひ
ま
す
の
で
、
是
に
て
終
り
と
致
し
ま
す
」
と
述
べ
、
そ
れ
以
上
の
議
論
を
打
ち
切
っ
て
い
る
（
１５
）。
こ
の
よ
う
に
、
米
田
は
し
ば
し
ば
「
政
治
論
」
に
対
し
て
自
制
的
な
態
度
を
示
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
何
ら
か
の
主
張
や
提
言
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
場
合
も
少
く
な
い
。
た
と
え
ば
明
治
期
の
論
稿
で
あ
る
が
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
発
表
し
た
論
文
「
条
約
改
正
と
土
地
所
有
権
」
で
は
、
日
米
通
商
航
海
条
約
の
改
訂
に
あ
た
り
、
土
地
所
有
権
を
相
互
に
保
障
す
る
条
項
を
、
ぜ
ひ
と
も
挿
入
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
１６
）。
ま
た
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
、
米
国
移
民
法
改
正
問
題
を
と
り
あ
げ
た
論
文
「
米
国
の
移
民
政
策
」
で
、
米
田
は
不
成
立
に
終
っ
た
「
バ
ー
ネ
ッ
ト
移
民
法
案
」
を
分
析
し
、
同
法
案
が
実
質
的
に
、
日
本
か
ら
の
移
民
を
禁
止
す
る
規
定
を
含
む
排
日
法
案
で
あ
る
と
断
じ
る
（
１７
）。
そ
し
て
こ
れ
が
不
成
立
と
な
っ
た
の
は
単
な
る
偶
然
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
三
四
３９７
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
よ
う
な
幸
運
が
次
も
生
じ
る
と
は
限
ら
な
い
と
し
て
、
法
案
の
成
立
阻
止
の
た
め
に
何
ら
具
体
的
な
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
、
日
本
側
の
態
度
を
強
く
戒
め
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
主
張
の
内
容
上
の
特
徴
で
あ
る
が
、
き
わ
め
て
着
実
で
、
現
実
的
な
見
解
が
多
い
。
こ
の
傾
向
は
彼
が
東
朝
に
入
社
す
る
契
機
と
な
っ
た
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
の
論
文
に
も
明
か
で
あ
る
（
１８
）。
こ
の
論
文
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
排
日
的
土
地
法
制
定
の
動
き
を
取
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
と
し
て
彼
は
、
英
語
力
に
長
け
社
交
的
な
人
物
を
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
駐
剳
の
日
本
〔
総
〕
領
事
お
よ
び
館
員
に
任
命
す
る
こ
と
、
ま
た
彼
ら
に
交
際
費
そ
の
他
の
活
動
費
を
潤
沢
に
与
え
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
彼
は
こ
の
提
案
を
「
読
者
或
は
我
が
提
議
す
る
所
の
余
り
小
事
な
る
に
驚
か
む
」
と
し
な
が
ら
、「
大
事
は
往
々
小
事
よ
り
起
り
ま
た
小
事
に
よ
り
て
左
右
せ
ら
る
ゝ
を
思
は
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
述
べ
、
そ
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
（
１９
）。
こ
の
意
見
は
、
彼
自
身
の
在
米
中
の
経
験
に
基
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
着
実
で
現
実
的
な
対
応
策
を
好
む
米
田
の
性
向
を
、
よ
く
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
加
州
第
二
次
排
日
土
地
法
に
関
す
る
論
稿
も
注
目
に
値
す
る
。
論
文
「
排
日
問
題
の
解
決
方
法
」で
、
米
田
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
日
本
側
の
対
策
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
た
（
２０
）。
ま
ず
、
一
部
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
移
民
引
揚
げ
の
ご
と
き
極
端
な
対
応
は
不
要
で
あ
る
。
今
回
の
件
を
含
め
対
米
移
民
の
問
題
を
、
根
本
的
に
解
決
す
る
方
策
は
両
国
の
外
交
交
渉
に
よ
る
し
か
な
い
が
、
当
面
の
対
策
と
し
て
は
、
米
国
国
内
で
同
法
を
違
憲
と
す
る
訴
訟
を
起
す
の
が
よ
い
。
判
例
な
ど
か
ら
見
て
、こ
の
裁
判
に
勝
つ
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、少
く
と
も
提
訴
に
よ
り
法
律
の
施
行
が
延
期
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
間
に
財
産
の
移
譲
な
ど
適
当
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
日
米
の
外
交
交
渉
の
余
裕
も
生
れ
る
。
つ
ま
り
、
提
訴
は
「
時
間
稼
ぎ
」
と
し
て
有
効
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
空
理
空
論
で
は
な
く
、
地
に
足
の
つ
い
た
現
実
的
な
対
策
を
主
張
す
る
、
米
田
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
米
田
の
主
張
の
穏
健
着
実
さ
を
示
す
、
さ
ら
に
別
の
例
と
し
て
、
排
日
移
民
法
に
関
す
る
論
文
が
あ
る
。『
外
交
時
報
』
に
発
３９６
米
田
實
の
対
外
認
識
三
五
表
し
た
論
文
「
排
日
的
移
民
法
に
接
し
て
」
で
、
米
田
は
問
題
解
決
の
手
段
と
し
て
日
米
間
の
外
交
交
渉
に
言
及
す
る
が
、
交
渉
の
基
礎
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
無
論
国
家
の
体
面
論
を
真
向
に
振
翳
し
た
り
若
く
は
正
義
人
道
論
を
繰
返
し
て
行
く
こ
と
も
方
法
の
一
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
正
義
人
道
論
を
叫
び
、
国
家
体
面
論
を
説
く
と
雖
も
、
彼
に
於
て
何
等
考
慮
を
払
は
れ
ざ
る
場
合
に
於
て
は
、
此
争
ひ
は
極
め
て
空
漠
た
る
も
の
と
な
り
、
其
効
果
も
到
底
望
み
得
ら
れ
な
い
。
斯
く
の
如
き
主
張
に
基
き
て
開
催
さ
る
ゝ
談
判
は
最
初
一
二
回
は
行
は
る
ゝ
こ
と
あ
り
と
す
る
も
、
之
を
継
続
す
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
る
の
で
あ
る
（
２１
）」。そ
の
た
め
米
田
は
、
交
渉
の
基
礎
は
あ
く
ま
で
も
、
現
行
の
日
米
通
商
航
海
条
約
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
着
実
で
現
実
的
な
主
張
を
繰
返
し
て
い
た
米
田
に
し
て
み
れ
ば
、
一
部
の
人
士
の
矯
激
な
言
説
は
、
到
底
受
容
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
さ
ま
ざ
ま
な
論
稿
で
、
こ
れ
ら
の
過
激
な
主
張
を
戒
め
て
い
る
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
論
文
の
中
で
、
米
田
は
日
米
の
親
和
を
訴
え
て
い
る
が
、
そ
の
際
「
無
用
の
狂
熱
的
言
論
を
弄
し
、
日
本
が
亜
細
亜
を
支
配
せ
ん
と
す
と
言
ふ
や
う
な
、
随
分
欧
洲
人
の
誤
解
を
惹
起
す
る
言
動
を
敢
て
し
て
居
る
も
の
ゝ
如
き
は
、
ど
れ
位
米
国
の
悪
新
聞
記
者
に
口
実
を
与
へ
て
居
る
乎
、
紐
育
以
下
各
英
字
新
聞
を
見
る
も
の
を
し
て
常
に
驚
き
且
つ
悲
ま
し
む
る
所
で
あ
る
。
予
は
此
面
々
の
反
省
を
も
望
み
た
い
」
と
書
い
て
い
る
（
２２
）。
ま
た
二
年
後
の
論
文
で
も
彼
は
、「
無
暗
に
英
米
其
他
外
国
を
罵
詈
す
る
は
非
也
。
咎
む
可
き
も
の
あ
り
て
之
を
咎
む
る
は
可
な
れ
ど
も
〔
…
〕
見
当
違
ひ
の
方
向
を
誣
讒
す
る
の
状
あ
る
は
、
豈
一
大
憾
事
に
は
あ
ら
ざ
る
乎
」
と
述
べ
て
い
る
（
２３
）。
排
日
移
民
法
が
成
立
し
た
後
、
一
部
で
対
米
戦
争
が
呼
号
さ
れ
た
際
に
も
、
彼
は
こ
れ
を
「
大
人
気
も
な
く
皮
相
的
」
と
批
判
し
て
（
２４
）、
そ
の
非
現
実
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
問
題
の
解
決
に
も
無
効
果
で
あ
る
と
論
じ
た
。
一
方
で
彼
は
、
国
際
関
係
の
将
来
に
対
す
る
、
過
度
に
楽
観
的
な
見
解
に
対
し
て
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
に
関
す
る
論
文
の
中
で
、
米
田
は
、
協
定
に
よ
っ
て
日
本
の
軍
備
の
必
要
は
減
じ
た
と
す
る
見
方
を
「
思
は
ざ
る
フ
エ
ア
ー
の
甚
し
き
も
の
」
と
し
、「
国
際
間
の
公
正
な
る
待
遇
と
言
ふ
も
の
は
、
相
当
な
る
反
抗
力
を
具
備
せ
る
邦
家
に
対
し
て
の
み
与
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
之
れ
洵
に
悲
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
昭
々
た
る
事
実
を
奈
何
と
も
す
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。
我
国
に
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
三
六
３９５
し
て
強
国
と
し
て
の
地
歩
を
占
め
、
相
当
な
る
待
遇
を
諸
友
強
か
ら
得
る
為
め
に
は
、
軍
備
も
遺
憾
な
が
ら
必
要
で
あ
る
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
之
は
決
し
て
一
二
外
交
文
書
で
左
右
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
２５
）。
こ
の
よ
う
に
米
田
の
主
張
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
、
き
わ
め
て
現
実
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
言
説
の
性
格
こ
そ
が
、
彼
を
長
年
に
わ
た
り
、
国
際
問
題
評
論
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
こ
の
よ
う
な
米
田
の
、
米
国
に
対
す
る
認
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
次
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
明
か
に
す
る
。
三
対
米
認
識
本
節
で
は
、
米
田
が
米
国
お
よ
び
米
国
人
、
ま
た
そ
の
政
策
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
抱
い
て
い
た
か
を
観
る
こ
と
に
す
る
。

米
国
人
観
米
田
は
さ
ま
ざ
ま
な
論
稿
に
お
い
て
、
そ
の
米
国
人
観
を
披
瀝
し
て
い
る
。
し
か
し
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の
『
中
央
公
論
』
の
特
輯
「
廿
世
紀
の
謎
・
世
界
の
驕
児
米
国
及
び
米
国
人
の
研
究
」
に
投
じ
た
論
文
「
米
国
人
の
特
質
、
特
色
」
で
あ
ろ
う
（
２６
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
米
国
と
は
、
人
間
の
奮
闘
気
分
が
驚
く
べ
き
自
然
の
恩
寵
に
育
て
ら
れ
、
最
も
自
由
か
つ
奔
放
に
発
揮
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
生
活
す
る
米
国
人
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
な
ど
に
見
ら
れ
る
渋
い
、
奥
床
し
い
と
い
っ
た
美
徳
、
玲
瓏
珠
の
如
し
と
い
う
よ
う
な
錬
磨
振
り
が
な
く
、
む
し
ろ
粗
野
な
嫌
い
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
一
方
で
人
生
の
３９４
米
田
實
の
対
外
認
識
三
七
春
に
あ
る
青
年
の
自
由
さ
と
我
儘
、
な
ら
び
に
絶
倫
な
精
力
と
を
、
極
端
に
現
し
つ
つ
あ
る
人
々
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
今
日
の
米
国
の
経
済
的
繁
栄
を
、
米
国
人
の
至
大
な
活
動
と
絶
倫
な
精
力
と
が
収
め
来
っ
た
獲
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
過
去
お
よ
び
現
在
に
お
け
る
活
動
振
り
の
証
左
と
見
、
反
映
と
評
す
べ
き
も
の
、
と
す
る
。
米
田
は
、
こ
の
よ
う
な
米
国
人
の
具
体
的
特
徴
と
し
て
、
次
の
四
点
を
挙
げ
る
。

努
力
至
上
主
義
第
一
の
特
徴
は
「
努
力
至
上
主
義
（
米
田
自
身
の
言
葉
で
は
奮
闘
主
義
）」
で
あ
る
。
植
民
地
建
設
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
渡
来
し
た
移
民
た
ち
が
、
苛
酷
な
新
天
地
に
お
い
て
生
き
残
っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
人
並
外
れ
た
気
力
と
努
力
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
国
土
資
源
の
豊
か
さ
は
、
そ
の
努
力
に
対
し
て
相
当
ま
た
は
相
当
以
上
の
報
酬
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
米
国
社
会
に
は
、
努
力
の
重
要
性
と
有
効
性
を
固
く
信
じ
る
気
風
が
生
じ
た
。
こ
こ
に
、
広
大
な
国
土
で
他
人
を
頼
ら
ず
、
独
力
で
途
を
切
開
く
と
い
う
経
験
が
加
わ
っ
て
、
他
に
頼
ら
ず
自
己
を
恃
み
、
堅
固
な
意
志
と
忍
耐
と
に
よ
る
ほ
か
成
功
は
不
可
能
と
の
考
え
が
、
彼
等
の
脳
裡
に
浸
み
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

極
端
な
個
人
主
義
第
二
の
特
徴
と
し
て
「
極
端
な
ま
で
の
個
人
主
義
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
特
質
は
、
個
人
の
自
由
を
重
ん
じ
、
私
有
財
産
の
神
聖
を
信
ず
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ま
た
多
少
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
も
自
己
の
目
的
を
達
し
、
生
活
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
つ
な
が
る
。
も
っ
と
も
彼
ら
の
個
人
主
義
は
、
い
わ
ゆ
る
「
守
銭
奴
的
利
己
主
義
」
と
は
異
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
金
銭
の
獲
得
は
二
義
的
な
価
値
に
過
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
活
動
の
自
由
の
方
で
あ
る
。
彼
ら
は
金
銭
に
は
比
較
的
淡
泊
で
、
こ
の
こ
と
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
や
カ
ー
ネ
ギ
ー
と
い
っ
た
大
富
豪
が
、
公
共
慈
善
事
業
に
多
大
の
寄
付
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。 松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
三
八
３９３
さ
ら
に
彼
ら
は
こ
の
個
人
主
義
を
敷
衍
し
て
、
政
府
を
単
に
、
個
人
の
利
便
の
た
め
に
設
置
し
た
機
関
と
し
か
考
え
な
い
。
そ
の
た
め
米
国
に
は
官
尊
民
卑
の
風
は
な
く
、
む
し
ろ
政
府
は
「
民
間
事
業
の
奴
僕
」
で
あ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
国
家
の
外
交
政
策
を
、
民
間
の
事
業
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
る
者
が
事
業
家
階
級
に
は
少
く
な
く
、
実
際
に
米
国
の
外
交
機
関
が
、
常
に
自
国
民
の
在
外
事
業
の
発
展
に
努
力
し
、
対
外
干
渉
さ
え
あ
え
て
辞
さ
な
い
の
も
、
そ
の
よ
う
な
国
民
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

利
害
を
正
義
に
優
先
さ
せ
る
傾
向
三
番
目
に
指
摘
す
べ
き
は
「
利
害
を
正
義
に
優
先
さ
せ
る
傾
向
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
ど
の
国
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
米
国
に
お
い
て
は
そ
の
程
度
が
極
端
な
の
で
あ
る
。
米
国
で
は
、
そ
の
外
交
政
策
が
あ
ま
り
に
利
己
的
に
過
ぎ
、
ま
た
中
南
米
な
ど
で
不
当
な
行
動
を
と
っ
た
場
合
、
知
識
階
級
の
人
々
の
中
か
ら
必
ず
、
厳
し
い
非
難
の
声
が
あ
が
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
声
は
あ
く
ま
で
も
一
部
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
般
の
人
々
の
間
か
ら
正
義
の
声
が
あ
が
る
の
は
、
自
国
民
の
重
大
な
利
益
に
悪
影
響
が
な
い
場
合
だ
け
で
あ
る
。
米
国
が
、
は
る
か
遠
方
（
た
と
え
ば
中
国
や
ペ
ル
シ
ャ
）
に
お
い
て
「
正
義
の
代
弁
者
」
と
な
る
こ
と
が
多
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、米
国
人
が
そ
の
重
大
な
利
益
に
反
し
な
い
場
合
に
か
ぎ
っ
て
、道
徳
と
理
想
の
味
方
に
な
ろ
う
と
す
る
傾
向
は
、
往
々
に
し
て
、
私
利
の
た
め
に
無
関
係
な
国
民
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
一
部
の
人
々
が
、
偽
善
的
で
陋
劣
狡
猾
な
策
謀
を
弄
す
る
機
会
を
造
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

善
良
だ
が
わ
が
ま
ま
な
大
衆
的
性
格
狭
い
国
土
に
多
く
の
人
間
が
ひ
し
め
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
米
国
人
は
共
同
体
の
た
め
に
自
己
を
空
し
く
す
る
必
要
が
な
く
、
そ
の
た
め
粗
野
で
礼
譲
を
解
さ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
彼
ら
は
本
質
的
に
善
人
で
あ
り
、
単
純
で
淡
泊
な
部
分
も
あ
っ
て
、
は
な
は
だ
愛
す
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
他
方
で
お
そ
ろ
し
く
わ
が
ま
ま
な
部
分
も
あ
り
、
ま
た
悪
い
意
味
で
大
衆
的
（
米
３９２
米
田
實
の
対
外
認
識
三
九
田
自
身
の
言
葉
で
は
野
次
馬
的
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
米
国
人
の
性
質
は
、
排
日
運
動
に
も
端
的
に
現
れ
る
。
元
来
、
米
国
に
お
け
る
人
種
差
別
の
思
想
は
、
米
国
が
多
民
族
に
し
て
融
合
不
十
分
な
国
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
、
そ
の
程
度
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
ま
す
ま
す
昂
進
し
、
い
ま
で
は
人
種
的
迫
害
の
な
い
地
域
は
な
き
に
ひ
と
し
い
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
現
れ
で
あ
る
排
日
運
動
を
見
て
み
る
と
、「
之
が
若
し
英
国
人
で
あ
れ
ば
、
仮
り
に
日
本
人
を
嫌
つ
た
と
し
て
も
之
に
悪
口
を
放
ち
、
殴
る
と
云
ふ
が
如
き
こ
と
は
な
い
が
、
米
国
人
は
憎
い
と
思
へ
ば
直
に
悪
口
を
云
ひ
殴
つ
た
り
す
る
、
そ
の
か
は
り
談
合
の
結
果
等
に
よ
り
能
く
諒
解
す
れ
ば
釈
然
と
し
て
融
和
す
る
こ
と
も
極
め
て
速
か
で
あ
る
」
と
い
っ
た
形
を
と
る
（
２７
）。
米
田
は
、
以
上
の
よ
う
に
米
国
人
を
観
察
し
た
。
し
か
し
彼
は
、
米
国
人
を
否
定
的
に
の
み
、
捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
発
表
し
た
論
文
で
、
彼
は
米
国
人
を
「
人
に
頭
を
抑
へ
ら
れ
ぬ
所
か
ら
、
豪
放
で
、
ノ
ン
ビ
リ
と
し
て
、
且
つ
我
儘
勝
手
な
所
が
あ
る
」
と
評
し
（
２８
）、
こ
れ
を
我
儘
育
ち
の
若
旦
那
と
表
現
し
た
が
、
一
方
で
世
上
の
米
国
批
判
に
対
し
て
は
「
悪
く
取
り
過
ぎ
て
は
な
ら
ぬ
、
善
い
所
も
少
く
無
い
」
と
注
意
を
喚
起
し
（
２９
）、
彼
ら
を
冷
静
な
眼
で
評
価
す
る
雅
量
が
必
要
と
し
た
（
３０
）。
ま
た
、
米
国
の
政
策
が
し
ば
し
ば
自
己
撞
着
を
き
た
し
、
そ
の
た
め
偽
善
者
と
非
難
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
同
国
が
い
ま
だ
一
国
民
を
形
成
し
て
お
ら
ず
、
相
互
に
矛
盾
す
る
種
々
雑
多
な
要
素
が
社
会
に
混
和
、
併
存
し
て
い
る
た
め
で
あ
っ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
は
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
弁
護
し
た
（
３１
）。
そ
の
ほ
か
、
米
国
の
東
洋
政
策
を
検
討
し
た
論
稿
の
中
で
、
彼
は
米
国
人
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、
進
取
の
精
神
に
富
む
人
々
で
あ
る
と
指
摘
し
（
３２
）、
ロ
シ
ア
政
策
を
吟
味
し
た
別
の
論
稿
で
は
「
米
国
は
決
し
て
一
部
の
人
が
申
し
ま
す
る
や
う
に
、
他
国
を
征
服
す
る
と
か
又
陋
劣
な
野
心
を
有
つ
て
居
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
３３
）。
さ
ら
に
米
国
内
の
理
想
主
義
的
要
素
に
つ
い
て
「
米
国
も
段
々
物
質
的
と
な
つ
て
、
理
想
的
分
子
は
漸
次
減
じ
て
来
た
け
れ
ど
、
猶
世
界
に
於
け
る
民
主
運
動
の
保
護
者
、
後
援
者
を
以
て
自
ら
居
る
や
う
な
も
の
も
、
少
く
無
い
」
と
評
価
し
て
い
る
（
３４
）。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
四
〇
３９１

米
国
の
政
治
外
交
に
対
す
る
評
価
１
米
国
の
政
治
体
制
米
田
は
、
米
国
の
政
治
体
制
に
つ
い
て
は
概
ね
肯
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の
講
演
「
米
国
の
政
治
と
日
本
の
政
治
」
に
お
い
て
、
彼
は
「
外
交
問
題
で
は
予
は
亜
米
利
加
を
攻
撃
す
る
か
は
知
り
ま
せ
ぬ
が
、
内
政
問
題
に
於
て
は
亜
米
利
加
の
方
が
宜
い
と
思
ふ
所
が
沢
山
あ
る
」
と
述
べ
、
輿
論
が
政
治
の
上
に
反
映
す
る
程
度
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
よ
り
一
歩
進
ん
で
い
る
と
主
張
（
３５
）。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
男
女
普
通
選
挙
制
を
採
用
し
て
い
る
点
や
、
元
老
の
よ
う
な
輿
論
に
基
礎
を
持
た
な
い
「
無
責
任
な
機
関
」
が
存
在
し
な
い
点
な
ど
を
挙
げ
た
（
３６
）。
そ
し
て
米
田
は
、「
私
は
決
し
て
彼
方
を
崇
拝
す
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」
と
言
い
、
ま
た
「
国
に
は
国
情
の
差
異
が
あ
る
、
従
て
亜
米
利
加
式
が
何
処
の
国
に
も
宜
い
と
云
ふ
訳
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」
と
し
つ
つ
も
「
大
体
か
ら
見
ま
し
て
、
日
本
の
方
が
輿
論
の
実
現
と
言
ふ
こ
と
で
は
残
念
な
が
ら
米
国
に
遅
れ
て
居
る
」
と
判
断
し
、「
日
本
が
亜
米
利
加
と
同
じ
方
法
を
採
れ
と
云
ふ
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
が
、
政
治
上
の
革
新
、
民
論
実
現
の
方
法
の
徹
底
と
言
ふ
こ
と
に
つ
き
、
我
国
に
適
合
し
た
進
歩
的
方
法
を
講
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
提
言
し
て
い
る
（
３７
）。
し
か
し
、
米
田
は
米
国
の
政
体
を
手
放
し
で
賞
讃
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
民
意
が
政
治
に
反
映
す
る
こ
と
自
体
は
評
価
す
る
も
の
の
、
そ
の
行
き
過
ぎ
に
は
常
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
論
文
「
重
大
な
る
米
国
憲
法
修
正
」
で
、
米
国
の
上
院
議
員
選
挙
が
各
州
議
会
か
ら
の
間
接
選
挙
で
は
な
く
、
州
民
か
ら
の
直
接
選
挙
と
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
こ
れ
に
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
（
３８
）。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
議
員
た
ち
は
選
挙
民
の
人
気
取
り
に
奔
走
す
る
必
要
が
少
く
、
そ
の
た
め
「
多
数
に
依
る
専
制
、
無
政
府
、
混
乱
を
防
止
」
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
３９
）。
し
か
し
直
接
選
挙
と
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
長
所
は
喪
わ
れ
、
し
か
も
上
院
が
同
国
の
外
交
に
重
大
な
影
響
力
を
有
す
る
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
国
の
対
外
政
策
ま
で
も
が
人
気
取
り
の
た
め
に
左
右
さ
れ
る
虞
れ
が
あ
る
、
と
指
摘
。
結
論
と
し
て
「
米
国
の
如
き
民
政
極
端
に
奔
れ
る
国
柄
３９０
米
田
實
の
対
外
認
識
四
一
に
於
て
は
、
吾
人
は
外
交
の
一
点
よ
り
見
て
」
今
回
の
変
更
は
歓
迎
で
き
な
い
と
し
た
（
４０
）。
こ
の
よ
う
な
米
田
の
認
識
は
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
論
文
「
米
国
の
新
法
官
罷
免
制
と
外
人
保
護
」
に
も
現
れ
て
い
る
（
４１
）。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
で
採
用
さ
れ
た
「
判
事
リ
コ
ー
ル
制
」
を
分
析
し
た
こ
の
論
文
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
米
国
で
は
従
来
、
司
法
権
の
独
立
が
高
度
に
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
立
法
、
行
政
の
両
府
が
し
ば
し
ば
政
治
的
な
事
情
に
動
か
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
司
法
府
は
大
体
に
お
い
て
条
理
を
重
ん
じ
て
き
た
。
そ
し
て
日
本
人
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
の
保
護
に
も
、
多
大
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
し
か
し
今
回
の
リ
コ
ー
ル
制
は
、「
輿
論
」
に
添
わ
ぬ
判
決
を
出
し
た
判
事
を
罷
免
す
る
道
を
開
い
た
も
の
で
あ
り
、「
裁
判
官
を
し
て
、
一
時
感
情
激
昂
し
て
盲
動
す
る
衆
愚
の
奴
隷
た
ら
し
む
る
も
の
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
４２
）。
米
田
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
同
制
度
の
導
入
を「
在
米
日
本
人
に
執
り
て
排
日
に
反
対
す
る
堡
壁
の
一
要
部
分
を
奪
は
れ
た
る
も
の
」
と
す
る
が
（
４３
）、
こ
こ
に
も
彼
の
、
民
意
の
反
映
の
行
き
過
ぎ
に
対
す
る
批
判
的
な
態
度
が
現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
米
田
は
別
の
論
文
で
、
民
意
の
代
表
者
た
る
米
国
議
会
の
議
員
が
、
概
し
て
「
弥
次
馬
多
く
、
モ
ツ
ブ
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
高
い
」
人
々
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
（
４４
）。
し
か
し
米
田
は
、
米
国
の
政
体
に
つ
い
て
数
多
く
の
欠
点
を
認
め
な
が
ら
も
、
や
は
り
全
体
と
し
て
は
高
く
評
価
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
論
文
「
米
国
大
統
領
候
補
選
定
に
就
て
」
の
末
尾
で
、
彼
は
、
米
国
の
政
治
は
必
ず
し
も
情
実
の
み
の
政
治
で
は
な
く
、
立
派
な
主
義
主
張
を
本
と
す
る
「
公
闘
」
の
半
面
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
（
４５
）。
ま
た
米
国
議
会
に
つ
い
て
も
た
だ
批
判
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
第
一
次
大
戦
中
に
外
国
人
兵
役
の
問
題
が
生
じ
た
際
、
議
会
が
国
務
長
官
の
説
得
に
応
じ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
高
く
評
価
し
て
い
る
（
４６
）。
ま
た
議
員
の
中
に
は
見
識
あ
る
優
れ
た
人
物
が
絶
無
で
な
い
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
指
摘
し
て
い
る
（
４７
）。
２
米
国
の
外
交
米
国
の
政
治
体
制
に
好
意
的
な
評
価
を
下
し
た
米
田
で
あ
る
が
、
そ
の
外
交
に
対
し
て
は
、
対
照
的
に
厳
し
い
見
方
を
し
て
い
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
四
二
３８９
る
。
彼
は
米
国
の
外
交
政
策
を
「
特
殊
利
益
論
を
基
礎
と
す
る
外
交
」
と
形
容
し
、
ま
た
「
経
済
的
利
害
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
、
利
益
本
位
の
外
交
」
と
表
現
し
た
（
４８
）。

地
理
的
近
接
に
基
く
「
特
殊
利
益
」
の
主
張
米
田
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
外
交
の
う
ち
、
特
に
中
南
米
諸
国
に
対
す
る
も
の
は
、「
地
理
的
に
近
接
す
る
が
ゆ
え
に
、
米
国
は
そ
の
地
域
に
対
し
て
他
国
と
は
異
る
特
殊
な
利
害
関
係
を
有
す
る
」
と
の
主
張
、
い
わ
ゆ
る
「
特
殊
利
益
論
」
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
４９
）。
米
国
は
、
こ
の
特
殊
利
益
論
を
楯
に
中
南
米
に
対
す
る
膨
脹
政
策
を
お
し
す
す
め
、
そ
の
国
が
独
立
国
で
あ
り
、
そ
の
土
地
が
独
立
国
の
領
土
で
あ
る
と
い
う
事
実
も
、
し
ば
し
ば
無
視
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
一
九
世
紀
中
の
三
度
に
亘
る
メ
キ
シ
コ
領
土
の
割
取
や
、
キ
ュ
ー
バ
に
対
す
る
「
プ
ラ
ッ
ト
修
正
条
項
」
の
強
制
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
（
５０
）。

外
交
政
策
と
経
済
的
利
益
の
密
接
な
連
関
し
か
し
、
米
国
の
外
交
を
よ
り
根
底
的
に
規
定
す
る
の
は
、
そ
の
経
済
的
利
益
で
あ
る
。
そ
の
た
め
米
国
の
外
交
は
、
本
質
的
に
「
利
益
本
位
」
の
も
の
と
な
る
。「
特
殊
利
益
論
」
が
地
域
的
に
限
定
さ
れ
、
概
ね
西
半
球
に
対
す
る
外
交
に
の
み
現
れ
る
主
張
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
「
利
益
本
位
」
と
い
う
特
徴
は
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
外
交
に
も
共
通
す
る
、
よ
り
一
般
的
な
特
質
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
も
と
も
と
米
国
で
は
政
府
に
よ
る
外
交
を
、
民
間
事
業
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
者
が
少
く
な
い
。
そ
の
た
め
米
国
の
外
交
政
策
は
、
そ
の
経
済
的
利
害
に
よ
っ
て
常
に
左
右
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
右
の
特
殊
利
益
論
が
巨
大
な
経
済
的
利
益
と
結
び
つ
く
と
、
そ
の
外
交
は
き
わ
め
て
強
圧
的
な
も
の
と
な
り
、
し
ば
し
ば
武
力
干
渉
に
ま
で
立
ち
到
る
。
そ
こ
で
は
他
国
の
主
権
は
蹂
躪
さ
れ
、
国
際
条
約
は
無
視
さ
れ
、
国
際
平
和
は
破
壊
さ
れ
る
。
米
田
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
対
す
る
外
交
を
挙
げ
る
（
５１
）。
一
九
世
紀
ま
で
の
米
国
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
自
国
勢
力
の
扶
植
を
試
み
る
こ
と
も
な
く
、
同
国
で
内
乱
が
生
じ
た
際
に
は
中
立
３８８
米
田
實
の
対
外
認
識
四
三
を
堅
持
す
る
な
ど
、
公
明
正
大
な
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
二
〇
世
紀
に
入
り
、
パ
ナ
マ
運
河
の
建
設
が
問
題
と
な
る
と
、
米
国
は
そ
の
方
針
を
一
変
さ
せ
る
。
そ
し
て
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
運
河
の
開
鑿
に
着
手
し
た
頃
か
ら
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
内
政
に
積
極
的
に
干
渉
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
の
転
換
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
地
勢
上
の
位
置
に
そ
の
原
因
が
あ
っ
た
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
パ
ナ
マ
と
並
ぶ
運
河
建
設
の
有
力
候
補
地
で
あ
り
、
す
で
に
パ
ナ
マ
運
河
の
開
鑿
に
着
手
し
て
い
た
米
国
は
、将
来
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
自
国
内
に
別
の
運
河
を
建
設
し
、パ
ナ
マ
運
河
の
価
値
を
下
落
さ
せ
る
こ
と
を
怖
れ
た
の
で
あ
る
。
米
国
は
ま
ず
、
同
国
の
内
乱
に
積
極
的
に
介
入
、
親
米
を
掲
げ
る
反
政
府
勢
力
を
支
援
す
る
。
そ
し
て
親
米
政
権
が
成
立
す
る
と
直
ち
に
条
約
を
締
結
し
、「
ニ
カ
ラ
グ
ア
運
河
」
建
設
の
独
占
権
な
ど
を
手
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
条
約
は
、
隣
国
の
コ
ス
タ
リ
カ
や
エ
ル
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
両
国
は
条
約
の
無
効
を
主
張
し
て
中
米
司
法
裁
判
所
に
提
訴
す
る
。
し
か
し
米
国
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
働
き
か
け
、
裁
判
所
の
判
決
を
黙
殺
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
両
国
の
権
利
は
回
復
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
り
、
ま
た
か
つ
て
米
国
自
身
が
斡
旋
し
て
成
立
さ
せ
た
、
史
上
初
の
常
設
的
国
際
法
廷
で
あ
る
中
米
司
法
裁
判
所
ま
で
も
が
そ
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
、
崩
潰
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
紛
擾
絶
え
間
な
い
メ
キ
シ
コ
に
対
し
て
も
、
米
国
は
利
益
本
位
の
外
交
を
貫
い
て
い
る
（
５２
）。
米
国
政
府
は
メ
キ
シ
コ
国
内
の
各
勢
力
に
対
し
て
、
そ
の
正
統
性
や
統
治
能
力
で
は
な
く
、
現
地
の
米
国
企
業
の
特
権
を
尊
重
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
態
度
を
決
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
米
国
企
業
の
権
益
を
軽
視
す
る
政
権
に
は
武
力
干
渉
も
辞
さ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
勢
力
に
は
武
器
援
助
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
米
田
は
、こ
の
よ
う
に
自
国
の
利
害
が
密
接
に
絡
み
、か
つ
特
殊
利
益
の
主
張
に
よ
っ
て
そ
の
姿
勢
が
強
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
米
国
は
国
際
法
や
国
際
道
徳
を
平
然
と
蹂
躪
し
、
他
国
に
干
渉
し
て
そ
の
主
権
を
侵
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
内
乱
を
長
引
か
せ
て
国
際
平
和
を
破
壊
す
る
こ
と
も
憚
ら
な
い
、
と
批
判
し
た
（
５３
）。
以
上
の
よ
う
な
米
国
外
交
に
対
す
る
米
田
の
評
価
は
、
米
国
の
中
南
米
政
策
が
大
き
く
転
換
し
、
比
較
的
公
正
で
穏
健
な
方
針
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
四
四
３８７
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
以
降
も
変
ら
な
い
。
米
田
は
こ
の
政
策
の
変
化
に
つ
い
て
、
米
政
府
が
過
去
の
政
策
を
反
省
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
。
彼
は
、
米
国
が
長
年
望
ん
で
い
た
権
益
を
手
中
に
収
め
た
結
果
、
こ
れ
以
上
干
渉
的
な
政
策
を
と
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
中
南
米
諸
国
の
反
感
を
抑
え
る
た
め
に
は
宥
和
的
な
態
度
の
方
が
有
利
と
判
断
し
た
こ
と
が
、
外
交
方
針
の
変
更
に
結
び
つ
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
（
５４
）。
彼
は
他
の
論
稿
で
も
、
米
国
の
外
交
が
利
益
本
位
の
も
の
で
あ
る
と
、
繰
返
し
主
張
し
て
い
る
。
米
国
の
第
一
次
大
戦
参
戦
に
関
し
、
米
田
は
、
そ
の
動
機
の
一
つ
と
し
て
「
軍
国
主
義
の
打
倒
と
自
由
主
義
の
擁
護
」
と
い
っ
た
理
念
的
な
要
因
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
る
が
、
そ
れ
の
み
で
参
戦
が
決
定
さ
れ
た
と
み
る
の
は
誤
り
と
す
る
（
５５
）。
そ
し
て
「
米
国
海
軍
が
ド
イ
ツ
潜
水
艦
を
駆
逐
す
れ
ば
、
貿
易
通
商
路
の
安
全
も
確
保
さ
れ
る
」
と
し
て
、
米
国
内
で
実
業
家
た
ち
が
運
動
し
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
機
会
に
中
南
米
か
ら
ド
イ
ツ
の
勢
力
を
一
掃
し
、
米
国
勢
力
の
扶
植
を
図
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
米
国
政
府
を
参
戦
に
踏
切
ら
せ
た
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
策
を
分
析
し
た
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
の
論
稿
で
は
、
従
来
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
し
て
独
立
の
付
与
を
言
明
し
て
き
た
米
国
が
、
近
年
に
な
っ
て
そ
の
方
針
を
改
め
た
の
は
、
ゴ
ム
な
ど
の
熱
帯
産
物
の
供
給
地
と
し
て
、
ま
た
ア
ジ
ア
に
お
け
る
活
動
拠
点
と
し
て
、
そ
の
経
済
的
価
値
を
認
識
し
た
た
め
と
し
て
い
る
（
５６
）。
以
上
の
よ
う
に
彼
は
米
国
外
交
を
特
徴
づ
け
た
。
そ
し
て
こ
の
見
地
か
ら
み
て
、
米
国
は
今
後
必
ず
、
さ
ら
に
積
極
的
に
ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
、
国
民
に
注
意
と
覚
悟
と
を
促
し
た
の
で
あ
っ
た
（
５７
）。
四
日
米
関
係
を
め
ぐ
る
認
識
次
に
、
米
田
の
日
米
関
係
を
め
ぐ
る
認
識
に
つ
い
て
観
る
こ
と
に
し
た
い
。
３８６
米
田
實
の
対
外
認
識
四
五

基
本
的
認
識
大
正
の
初
期
、
米
田
は
米
国
の
東
洋
政
策
に
つ
い
て
、
当
面
は
、
中
国
に
お
け
る
商
業
的
利
益
を
確
保
す
る
と
い
う
従
来
の
方
針
を
維
持
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
長
期
的
に
は
政
治
的
な
進
出
を
図
っ
て
く
る
と
予
測
、
日
本
側
に
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
た
（
５８
）。
当
時
彼
は
「
日
米
問
題
こ
そ
は
両
国
の
盛
衰
隆
替
之
に
繋
り
、
国
家
的
運
命
に
繋
る
の
み
な
ら
ず
、
太
平
洋
の
平
和
、
世
界
の
平
和
皆
な
之
に
繋
る
」
と
書
く
な
ど
（
５９
）、
両
国
関
係
の
重
要
性
を
強
調
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
東
洋
へ
の
米
国
の
政
治
的
進
出
が
、
両
国
の
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
重
大
な
懸
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
彼
は
米
国
に
対
し
て
も
、
極
東
方
面
へ
の
進
出
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
な
も
の
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
（
６０
）。
そ
の
後
彼
は
、
米
国
が
第
一
次
大
戦
後
の
東
洋
に
お
い
て
、
必
ず
そ
の
活
動
を
拡
大
す
る
と
論
じ
る
よ
う
に
な
り
（
６１
）、
こ
の
立
場
か
ら
日
米
の
協
調
を
主
張
し
は
じ
め
る
（
６２
）。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
を
分
析
し
た
論
文
で
は
、
協
定
が
定
め
る
「
中
国
に
お
け
る
特
殊
利
益
」
の
性
質
お
よ
び
内
容
が
明
確
で
な
い
以
上
、
同
協
定
は
日
米
両
国
間
の
軋
轢
を
一
掃
し
う
る
も
の
で
な
い
と
指
摘
、
今
後
こ
の
点
を
補
完
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
し
た
（
６３
）。
翌
年
の
論
稿
で
は
、
日
本
外
交
の
基
礎
た
る
日
英
同
盟
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
日
米
は
友
好
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
日
米
間
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
お
け
る
、
軋
轢
衝
突
の
機
会
の
除
去
が
必
要
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
（
６４
）。
第
一
次
大
戦
が
終
結
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
が
成
立
す
る
と
、
米
田
は
日
米
関
係
が
日
英
関
係
と
と
も
に
、
日
本
外
交
の
根
幹
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
彼
は
、
戦
後
の
日
本
の
対
外
関
係
は
「
日
英
同
盟
を
経
と
し
日
米
協
商
を
緯
と
し
た
、
日
英
米
三
国
の
協
力
と
言
ふ
こ
と
に
重
き
を
置
く
」
べ
き
で
（
６５
）、
そ
れ
が
日
本
と
世
界
、
双
方
の
利
益
と
な
る
と
主
張
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
成
果
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
評
価
し
た
（
６６
）。
こ
の
見
地
か
ら
、
米
田
は
「
米
国
人
は
経
済
的
発
展
に
熱
心
な
民
で
あ
り
世
界
の
富
を
成
る
べ
く
自
分
の
手
に
独
占
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
有
し
て
居
り
ま
す
。
詰
り
経
済
的
の
競
争
に
は
、
随
分
辛
辣
な
る
遣
方
を
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
れ
は
一
日
も
我
等
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
り
ま
す
」
と
警
戒
を
促
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
四
六
３８５
を
敵
視
す
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
（
６７
）。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
彼
は
排
日
移
民
法
成
立
後
の
論
稿
で
対
米
戦
争
論
の
不
可
を
指
摘
し
て
お
り
（
６８
）、
ま
た
同
じ
頃
に
書
か
れ
た
別
の
論
稿
で
は
、
米
国
が
対
日
戦
争
を
希
望
し
、
計
画
し
て
い
る
と
の
議
論
を
「
米
国
側
に
於
て
行
は
る
ゝ
『
日
本
好
戦
論
』
と
同
じ
く
無
価
値
の
論
」
と
決
め
つ
け
（
６９
）、「
日
本
人
民
も
戦
争
を
希
望
せ
ざ
る
如
く
、
米
国
人
民
も
亦
た
決
し
て
戦
争
を
希
望
し
つ
ゝ
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
断
言
し
度
い
」
と
述
べ
（
７０
）、
猜
疑
心
に
囚
わ
れ
不
必
要
に
米
国
を
敵
視
す
べ
き
で
な
い
と
訴
え
て
い
る
。
大
正
の
末
か
ら
昭
和
の
初
期
に
な
る
と
、
米
田
は
改
め
て
米
国
の
東
洋
進
出
の
傾
向
に
目
を
向
け
る
。
彼
は
対
米
移
民
問
題
よ
り
も
、
む
し
ろ
米
国
の
東
洋
政
策
の
方
が
今
後
の
日
米
関
係
の
難
関
に
な
る
と
予
見
し
、
中
国
に
関
し
て
両
国
は
、
今
や
競
争
的
関
係
に
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
今
後
予
想
さ
れ
る
米
国
の
攻
勢
に
十
分
警
戒
す
べ
き
と
指
摘
し
た
が
、
一
方
で
彼
は
、
こ
の
問
題
は
あ
く
ま
で
も
友
好
的
、
平
和
的
に
処
理
し
て
ゆ
く
べ
き
と
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
努
力
を
両
国
の
外
交
当
局
に
求
め
て
い
る
（
７１
）。
こ
の
よ
う
に
米
田
は
、
太
平
洋
地
域
の
国
際
秩
序
と
い
う
見
地
か
ら
、
あ
る
い
は
中
国
を
め
ぐ
る
競
争
と
い
う
見
地
か
ら
、
日
米
関
係
を
把
握
し
た
。
そ
し
て
常
に
、
両
国
関
係
の
重
要
性
を
訴
え
つ
づ
け
た
。
彼
は
日
本
の
と
る
べ
き
途
に
つ
い
て
、
終
始
一
貫
し
て
米
国
と
の
協
調
、
平
和
的
で
友
好
的
な
関
係
の
維
持
を
主
張
し
た
。
米
田
は
両
国
の
国
力
の
相
違
か
ら
、
日
本
に
と
っ
て
対
米
戦
争
が
非
現
実
的
な
選
択
肢
に
過
ぎ
な
い
と
確
信
し
て
い
た
し
（
７２
）、
ま
た
元
来
、
平
和
主
義
を
志
向
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
（
７３
）、
こ
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

移
民
問
題
に
関
す
る
言
説
対
米
移
民
の
問
題
は
、
米
田
自
身
が
一
〇
年
以
上
を
ア
メ
リ
カ
で
過
し
、
そ
の
間
、
西
海
岸
を
代
表
す
る
邦
字
紙
『
日
米
』
の
編
輯
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
も
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
主
題
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
帰
国
す
る
一
九
〇
七（
明
３８４
米
田
實
の
対
外
認
識
四
七
治
四
〇
）
年
以
前
に
発
生
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
排
日
事
件
の
大
半
を
、
彼
は
直
接
に
見
聞
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
も
、
現
地
紙
の
責
任
者
と
し
て
最
も
真
剣
に
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
項
で
は
、
明
治
末
期
に
遡
っ
て
、
彼
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
見
解
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

学
童
隔
離
問
題
（
一
九
〇
六
年
）
以
後
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
日
本
人
学
童
の
隔
離
問
題
が
発
生
し
た
翌
年
、
米
田
は
日
本
に
帰
国
し
た
が
、
そ
の
後
彼
は
、
移
民
問
題
に
関
す
る
論
文
を
数
本
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
明
治
期
の
論
稿
の
う
ち
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
の
論
文「
日
本
人
帰
化
権
を
論
し
て
条
約
締
結
に
及
ふ
」で
あ
ろ
う
（
７４
）。
こ
こ
で
彼
は
、
排
日
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
在
米
邦
人
が
米
国
に
帰
化
す
る
権
利
を
獲
得
す
る
し
か
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
方
法
と
し
て
「
帰
化
法
の
修
正
」
と
「
日
米
帰
化
条
約
の
締
結
」
の
二
つ
を
挙
げ
た
。
こ
の「
帰
化
法
の
修
正
あ
る
い
は
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
在
米
邦
人
の
帰
化
権
を
獲
得
し
て
排
日
問
題
の
根
本
的
解
決
を
図
る
」
と
の
主
張
は
、
そ
の
後
も
彼
の
論
稿
に
繰
返
し
登
場
す
る
見
解
で
あ
る
（
７５
）。
な
お
、
彼
が
最
初
に
こ
の
提
案
を
行
っ
た
の
は
、
さ
ら
に
一
〇
年
ほ
ど
前
の
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
頃
の
こ
と
ら
し
い
（
７６
）。

第
一
次
排
日
土
地
法
（
一
九
一
三
年
）
以
後
大
正
期
に
入
っ
て
も
、
米
田
は
常
に
在
米
移
民
の
動
向
や
、
排
日
の
動
き
に
目
を
向
け
て
い
た
。『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
「
日
米
国
交
の
危
機
」
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
排
日
土
地
法
制
定
の
動
き
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
（
７７
）。
彼
は
ま
ず
排
日
運
動
の
背
景
を
検
討
し
、
国
家
と
し
て
の
日
本
の
発
展
に
対
す
る
憂
懼
や
、
民
主
国
家
の
宿
弊
た
る
労
働
者
へ
の
政
治
家
の
迎
合
な
ど
を
そ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
た
が
、
し
か
し
よ
り
根
本
的
に
は
、
日
本
人
に
対
す
る
人
種
的
偏
見
が
そ
の
原
因
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
対
策
と
し
て
は
、
帰
化
権
の
獲
得
を
最
も
有
効
な
策
と
し
、
日
本
政
府
も
こ
の
方
向
で
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
彼
は
、
国
内
に
こ
の
帰
化
権
獲
得
を
不
可
と
す
る
議
論
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、「
之
れ
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
四
八
３８３
は
旧
思
想
で
あ
る
、
民
族
発
展
と
言
ふ
大
眼
目
を
忘
れ
た
も
の
で
あ
る
、
世
界
の
大
勢
に
適
は
な
い
議
論
で
あ
る
、
殊
に
米
国
の
排
日
問
題
は
容
易
な
ら
ぬ
形
勢
を
発
生
し
、
大
問
題
と
な
つ
て
居
り
、
然
か
も
他
に
好
良
な
る
解
決
方
法
無
く
、
此
儘
に
て
進
ま
ば
将
来
或
は
勢
ひ
に
駆
ら
れ
て
、
日
米
間
の
禍
機
を
醸
す
や
も
知
れ
ぬ
。
依
つ
て
此
際
国
家
の
利
害
を
打
算
し
、
世
界
の
平
和
を
想
ふ
て
も
、
宜
し
く
之
に
尽
瘁
す
可
き
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
、
こ
れ
を
批
判
し
て
い
る
（
７８
）。
こ
の
論
文
に
見
え
る
、
排
日
の
根
本
的
原
因
が
人
種
的
偏
見
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
米
田
の
論
稿
に
一
貫
す
る
主
張
で
あ
る
。
後
年
の
論
稿
で
も
彼
は
再
三
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
排
日
運
動
の
根
底
に
は
人
種
偏
見
が
あ
る
と
指
摘
し
、
か
つ
同
州
が
歴
史
的
に
み
て
、
特
に
人
種
的
偏
見
と
迫
害
の
激
し
い
土
地
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
（
７９
）。
た
だ
し
、
彼
は
人
種
差
別
を
米
国
の
み
の
悪
弊
と
は
せ
ず
、
日
本
な
ど
で
も
等
し
く
見
ら
れ
る
現
象
と
し
て
お
り
（
８０
）、
こ
の
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。
ま
た
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
頃
の
論
稿
で
は
、
排
日
が
今
や
一
つ
の
政
治
勢
力
を
形
成
し
て
お
り
、
選
挙
に
際
し
て
候
補
者
は
、
そ
の
支
持
を
求
め
て
意
識
的
に
排
日
を
鼓
吹
す
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
な
ど
（
８１
）、
排
日
運
動
激
化
の
す
べ
て
の
責
任
を
、
人
種
偏
見
に
帰
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
対
米
移
民
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
件
を
忘
却
し
が
ち
な
日
本
の
官
民
の
注
意
を
喚
起
し
つ
づ
け
た
。
た
と
え
ば
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
論
文
「
在
米
日
本
人
の
一
大
問
題
」
で
は
、
現
地
の
日
本
人
小
学
校
に
招
か
れ
渡
米
し
た
教
師
が
、
入
国
を
拒
否
さ
れ
た
事
件
を
紹
介
し
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
細
か
く
分
析
し
た
上
で
、
日
本
側
が
と
る
べ
き
具
体
的
対
策
を
提
言
し
て
い
る
（
８２
）。

第
二
次
排
日
土
地
法
（
一
九
二
〇
年
）
以
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
第
二
次
排
日
土
地
法
に
つ
い
て
も
、
米
田
は
制
定
の
一
年
以
上
前
か
ら
注
目
し
、
そ
の
対
策
を
検
討
し
て
い
た
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、
彼
は
論
文
「
排
日
問
題
再
燃
に
就
て
」
を
発
表
、
最
近
の
排
日
派
の
動
き
な
ど
を
紹
介
し
、
そ
の
対
策
を
提
示
す
る
（
８３
）。
米
田
は
、
現
地
で
論
議
さ
れ
て
い
る
排
日
策
の
う
ち
、
邦
人
農
家
の
迫
害
に
関
し
て
は
さ
ほ
ど
憂
慮
す
３８２
米
田
實
の
対
外
認
識
四
九
べ
き
事
態
で
は
な
く
、
む
し
ろ
写
真
結
婚
な
ど
に
よ
る
日
本
婦
人
の
米
国
渡
航
の
禁
止
の
方
が
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
指
摘
し
た
（
写
真
花
嫁
の
渡
航
は
、
一
九
二
〇
年
三
月
以
降
、
日
本
側
が
自
主
的
に
中
止
）。
そ
し
て
こ
れ
ら
排
日
運
動
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
在
米
邦
人
が
米
国
の
同
化
運
動
に
一
層
協
力
し
、
米
国
に
対
す
る
忠
誠
心
を
示
す
こ
と
を
挙
げ
、
ま
た
米
国
の
排
日
政
治
家
に
対
し
て
も
、
一
時
的
な
政
争
の
た
め
に
日
米
人
間
の
感
情
疎
隔
を
図
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
在
留
邦
人
と
協
力
し
、
そ
の
同
化
を
促
す
方
が
国
家
の
た
め
有
用
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
べ
き
で
あ
る
、
と
訴
え
た
。
右
の
論
文
は
、
第
二
次
排
日
土
地
法
が
具
体
的
に
提
案
さ
れ
る
前
の
論
稿
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
対
策
も
比
較
的
抽
象
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
「
排
日
問
題
の
解
決
方
法
」
は
、
よ
り
具
体
的
に
、
日
本
側
が
と
る
べ
き
施
策
を
提
案
し
て
い
る
（
８４
）。
米
田
は
、
現
在
国
内
で
議
論
さ
れ
て
い
る
対
策
に
「
米
国
内
に
お
け
る
訴
訟
」
と
「
日
米
土
地
所
有
権
条
約
の
締
結
」
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
前
者
は
時
間
稼
ぎ
と
し
て
は
好
適
で
あ
る
が
、
過
去
の
判
例
か
ら
み
て
も
見
込
み
は
な
い
と
し
、
ま
た
土
地
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
前
例
も
な
く
、
か
つ
排
日
運
動
は
土
地
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
対
症
療
法
に
し
か
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
、
抜
本
的
対
策
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
論
じ
た
。そ
し
て
彼
は
、外
交
交
渉
に
よ
る
帰
化
権
の
獲
得
こ
そ
が
最
も
優
れ
た
解
決
策
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
譲
歩
条
件
と
し
て
、
米
国
行
き
移
民
の
全
面
的
な
渡
航
自
粛
も
や
む
を
得
な
い
と
主
張
。
さ
ら
に
米
国
の
今
日
の
状
況
に
鑑
み
て
、
日
本
側
の
要
求
も
「
臨
時
に
、
現
在
米
国
に
居
住
す
る
邦
人
に
か
ぎ
り
帰
化
を
認
め
る
」
程
度
に
留
め
る
べ
き
と
し
た
。
そ
し
て
「
此
際
日
本
側
に
於
て
周
到
の
注
意
と
決
断
と
を
以
て
交
渉
を
進
む
る
に
於
て
は
、
決
し
て
此
種
の
解
決
策
を
実
現
す
る
こ
と
困
難
で
な
い
」
と
述
べ
、
外
交
当
局
の
努
力
を
求
め
た
（
８５
）。

排
日
移
民
法
の
制
定
（
一
九
二
四
年
）
米
田
が
対
米
移
民
問
題
に
つ
い
て
、
最
も
多
く
の
論
稿
を
発
表
し
た
の
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
の
排
日
移
民
法
制
定
時
で
あ
る
。
前
年
か
ら
法
案
が
議
会
を
通
過
す
る
ま
で
の
間
に
も
、
彼
は
米
国
の
動
静
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
が
（
８６
）、
法
案
が
議
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
五
〇
３８１
会
で
可
決
さ
れ
る
と
『
改
造
』『
外
交
時
報
』『
日
本
及
日
本
人
』『
中
央
公
論
』『
国
家
学
会
雑
誌
』
な
ど
に
論
稿
を
発
表
、
そ
の
不
当
性
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
日
本
側
の
と
る
べ
き
対
策
を
検
討
し
た
（
８７
）。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
ま
ず
、
帰
化
権
の
獲
得
に
よ
る
問
題
の
解
決
と
い
う
従
来
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
米
国
の
政
情
か
ら
み
て
絶
望
的
と
判
断
し
た
た
め
か
、
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
か
わ
っ
て
日
米
通
商
航
海
条
約
を
根
拠
と
し
た
対
米
交
渉
に
よ
る
事
態
の
打
開
が
検
討
さ
れ
る
が
、
米
田
は
同
条
約
第
一
条
の
日
英
両
文
間
に
重
大
な
齟
齬
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
こ
の
方
法
に
よ
る
解
決
は
困
難
と
す
る
。さ
ら
に
仲
裁
裁
判
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
、米
国
が
伝
統
的
に
移
民
を
国
内
問
題
と
し
て
取
扱
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
の
た
め
本
件
を
仲
裁
裁
判
に
付
託
す
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
の
方
法
に
よ
る
解
決
も
難
し
い
と
し
た
。
つ
ま
り
米
田
自
身
、
排
日
移
民
法
の
不
当
性
は
指
摘
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な
打
開
策
は
何
ら
示
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
彼
は
「
斯
う
検
し
て
来
る
と
、
此
度
の
問
題
が
極
め
て
困
難
な
る
こ
と
を
思
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
と
し
て
は
天
祐
が
あ
れ
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
普
通
の
道
と
し
て
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
ま
す
」と
（
８８
）、
半
ば
諦
め
た
よ
う
な
言
葉
を
漏
し
、
今
後
の
日
米
交
渉
は「
成
る
可
く
双
方
政
府
が
同
情
と
親
愛
と
を
以
て
本
問
題
の
妥
協
策
を
講
ず
る
」
べ
き
（
８９
）、
と
の
一
般
論
を
述
べ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
、
具
体
策
を
提
示
し
え
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
穏
健
な
態
度
ま
で
抛
棄
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
繰
返
し
に
な
る
が
、
当
時
、
国
内
の
一
部
で
対
米
戦
争
が
議
せ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
米
田
は
こ
れ
を
強
く
排
撃
し
、
戦
争
に
よ
っ
て
は
何
事
も
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
、
あ
く
ま
で
平
和
的
な
交
渉
に
よ
り
、
米
国
人
に
そ
の
過
誤
を
自
覚
さ
せ
る
べ
き
と
し
た
（
９０
）。ま
た
、
従
来
か
ら
米
国
で
は
、
外
国
移
民
の
受
入
れ
を
制
限
す
る
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
。
日
本
人
を
差
別
的
に
取
扱
う
「
排
日
条
項
」
に
は
断
乎
反
対
す
べ
き
で
あ
る
が
、
一
般
政
策
と
し
て
の
移
民
制
限
に
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
論
じ
て
い
る
（
９１
）。
３８０
米
田
實
の
対
外
認
識
五
一

排
日
移
民
法
施
行
後
排
日
移
民
法
が
施
行
さ
れ
た
あ
と
も
、
彼
は
在
米
移
民
問
題
に
関
す
る
論
稿
を
い
く
つ
か
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
論
文
「
排
日
移
民
法
実
施
後
の
在
米
日
本
移
民
」
で
は
、
対
米
移
民
の
問
題
が
排
日
移
民
法
に
よ
り
終
了
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
明
言
（
９２
）。
日
系
米
国
市
民
の
妻
女
の
入
国
権
の
ほ
か
、
在
米
邦
人
に
対
す
る
差
別
待
遇
の
問
題
な
ど
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
こ
れ
ら
が
今
後
の
日
米
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
は
小
さ
く
な
い
と
し
て
、
一
般
の
注
意
を
促
し
て
い
る
（
９３
）。
以
上
が
、
米
田
の
対
米
移
民
問
題
に
関
す
る
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
主
な
見
解
で
あ
る
。
彼
は
米
国
太
平
洋
岸
の
人
種
差
別
的
な
風
土
が
、
排
日
の
根
本
的
原
因
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
も
、
そ
の
風
土
に
同
化
し
、
米
国
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
が
排
日
運
動
を
克
服
す
る
最
善
の
道
で
あ
る
と
信
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
を
重
ね
て
い
っ
た
。
結
局
そ
の
努
力
は
、
排
日
移
民
法
の
制
定
に
よ
っ
て
挫
折
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
移
民
の
引
揚
げ
と
い
っ
た
矯
激
な
主
張
に
は
走
ら
ず
、
着
実
で
、
現
実
的
な
対
応
を
訴
え
続
け
た
。
お
そ
ら
く
彼
は
、
一
連
の
米
国
の
「
仕
打
ち
」
に
も
、
そ
の
対
米
観
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
在
米
中
、
直
接
に
人
種
差
別
を
経
験
し
て
い
た
（
９４
）。
ま
た
米
国
民
の
、
煽
動
に
乗
せ
ら
れ
や
す
い
大
衆
的
な
性
向
に
つ
い
て
も
、
体
験
的
に
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
個
人
的
な
経
験
に
加
え
、
彼
は
常
に
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
続
け
、
最
新
の
情
報
に
接
し
て
い
た
。
そ
し
て
過
去
の
米
国
議
会
に
お
け
る
討
論
や
、
裁
判
の
判
例
に
関
す
る
深
い
知
識
も
有
し
て
い
た
（
９５
）。
そ
の
た
め
彼
は
、
州
議
会
や
連
邦
議
会
に
よ
る
排
日
諸
法
の
制
定
に
対
し
て
、
一
時
的
に
驚
き
や
怒
り
は
感
じ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
米
国
観
を
根
本
的
に
変
化
さ
せ
る
ほ
ど
の
「
衝
撃
」
は
受
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
知
米
派
と
し
て
、
米
国
の
一
連
の
排
日
の
動
き
を
「
理
解
可
能
な
も
の
」
と
し
て
冷
静
に
認
識
し
、
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
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五
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五米
田
の
位
置
づ
け

総
括
以
上
、
米
田
の
対
米
認
識
に
関
す
る
諸
論
点
を
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
を
総
括
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
米
田
實
は
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
に
久
留
米
で
生
れ
、
一
九
歳
で
渡
米
、
十
余
年
を
米
国
で
過
し
た
。
在
米
中
、
彼
は
学
問
に
精
励
す
る
と
同
時
に
現
地
の
邦
字
紙
で
活
躍
、
そ
の
知
見
を
ひ
ろ
め
た
。
彼
の
対
米
認
識
の
基
礎
は
、
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
帰
国
後
、
彼
は
東
朝
に
入
社
し
て
外
報
を
担
当
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
退
社
す
る
ま
で
、
同
社
の
外
報
部
門
や
論
説
部
門
で
活
躍
し
た
。
し
か
し
米
田
は
、
単
な
る
新
聞
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
明
治
大
学
な
ど
で
外
交
史
や
国
際
法
を
講
じ
る
学
者
と
し
て
の
顔
の
ほ
か
、
全
国
で
国
際
問
題
に
つ
い
て
講
演
す
る
評
論
家
と
し
て
の
顔
を
も
ち
、
多
数
の
論
稿
を
新
聞
雑
誌
上
に
発
表
し
て
、
そ
の
対
米
認
識
を
世
に
問
い
つ
づ
け
て
い
る
。
次
項
で
も
み
る
よ
う
に
、
そ
の
社
会
的
な
影
響
力
は
小
さ
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
の
言
説
は
、
常
に
法
的
事
実
や
歴
史
的
事
実
に
基
い
て
展
開
さ
れ
、
そ
の
主
張
は
穏
健
で
着
実
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
対
米
認
識
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
ま
ず
米
国
人
に
つ
い
て
は
、
旧
世
界
人
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
渋
味
、
謙
譲
の
精
神
と
い
っ
た
も
の
は
欠
い
て
い
る
が
、
他
方
に
お
い
て
絶
大
な
精
力
と
自
由
奔
放
さ
を
持
っ
た
人
々
と
み
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
特
質
と
し
て
、
努
力
至
上
主
義
や
極
端
な
個
人
主
義
な
ど
を
挙
げ
る
。
米
国
の
政
治
体
制
に
つ
い
て
は
、
輿
論
が
政
治
に
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
点
で
、
日
本
よ
り
優
れ
た
部
分
が
少
く
な
い
と
賞
讃
す
る
が
、
他
方
、
そ
の
外
交
政
策
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
利
害
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
利
益
本
位
の
外
交
に
走
る
傾
向
が
強
い
と
３７８
米
田
實
の
対
外
認
識
五
三
み
て
、
あ
ま
り
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。
日
米
関
係
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
日
米
の
親
和
は
両
国
の
繁
栄
ば
か
り
で
な
く
、
太
平
洋
の
平
和
、
世
界
の
平
和
に
も
直
結
す
る
と
主
張
し
た
。
彼
は
日
米
戦
争
な
ど
論
外
で
あ
る
と
し
、
日
米
両
国
は
交
渉
に
よ
り
そ
の
利
害
の
調
整
を
図
り
、
平
和
的
で
友
好
的
な
関
係
を
維
持
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
。
ま
た
当
時
の
日
米
間
の
重
要
案
件
の
一
つ
で
あ
る
対
米
移
民
の
問
題
に
常
に
関
心
を
向
け
続
け
、
問
題
の
根
底
に
は
日
本
人
に
対
す
る
人
種
偏
見
が
あ
る
と
す
る
一
方
、
そ
の
対
策
と
し
て
は
、
移
民
の
現
地
へ
の
帰
化
を
最
善
の
策
と
す
る
と
の
立
場
を
長
く
守
り
つ
づ
け
た
。
米
田
は
も
ち
ろ
ん
反
米
派
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
方
で
単
純
な
親
米
派
で
も
な
く
、
そ
の
浩
瀚
な
知
識
を
駆
使
し
て
、
つ
と
め
て
公
平
に
米
国
を
評
価
し
よ
う
と
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
米
国
の
善
悪
両
面
を
知
悉
し
た
「
知
米
派
」
で
あ
り
、
当
時
の
論
稿
で
も
是
は
是
と
し
、
非
は
非
と
す
る
態
度
を
貫
い
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
に
と
っ
て
、
米
国
が
き
わ
め
て
重
要
な
国
際
関
係
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
日
本
国
民
の
米
国
理
解
を
よ
り
深
い
も
の
と
す
る
べ
く
、
数
多
く
の
論
稿
を
社
会
に
提
供
し
た
の
で
あ
っ
た
。

米
田
の
果
し
た
役
割
で
は
、
こ
の
米
田
が
当
時
の
日
本
社
会
に
お
い
て
果
し
た
役
割
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
を
終
え
る
に
当
り
、
こ
の
点
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
筆
者
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
米
田
は
当
時
を
代
表
す
る
知
米
派
の
知
識
人
と
し
て
、
社
会
全
般
の
対
米
認
識
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
在
米
中
、
西
海
岸
屈
指
の
邦
字
紙
の
編
輯
長
を
経
験
し
て
お
り
、
ま
た
帰
国
後
は
東
朝
の
外
報
部
門
の
責
任
者
と
し
て
、
米
国
の
最
新
情
報
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
彼
は
「
米
国
の
実
情
」
に
つ
い
て
、
当
時
と
し
て
は
最
も
よ
く
知
る
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
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し
か
も
米
田
は
、
個
人
的
体
験
や
表
面
的
な
情
報
だ
け
で
、
米
国
を
評
価
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
米
国
で
学
問
的
な
訓
練
を
受
け
、
議
会
資
料
や
判
例
な
ど
を
体
系
的
に
分
析
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
能
力
を
駆
使
し
て
「
米
国
」
を
専
門
的
に
研
究
し
、
そ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
い
も
の
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
米
田
が
当
時
の
日
本
社
会
に
対
し
て
果
し
た
第
一
の
貢
献
は
、
こ
の
実
体
験
お
よ
び
学
術
的
な
研
鑚
か
ら
得
た
該
博
な
知
識
を
、
積
極
的
に
供
給
し
普
及
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
新
聞
雑
誌
に
発
表
し
た
厖
大
な
数
の
論
稿
や
、
全
国
各
地
で
行
っ
た
講
演
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
積
極
的
に
社
会
に
ひ
ろ
め
、
国
民
の
米
国
に
関
す
る
知
識
水
準
の
向
上
に
貢
献
し
た
。
彼
の
言
説
は
、
常
に
基
本
的
な
事
実
や
知
識
の
解
説
か
ら
入
る
た
め
、
彼
の
論
稿
を
読
む
者
、
あ
る
い
は
彼
の
講
演
を
聞
く
者
に
と
っ
て
、
大
い
に
有
益
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
、
そ
の
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
懸
案
に
対
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
具
体
的
で
穏
当
な
対
応
策
を
提
示
し
、
人
々
の
参
考
に
供
し
て
い
た
。
こ
れ
も
彼
の
果
し
た
貢
献
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
そ
の
限
界
に
つ
い
て
も
指
摘
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
彼
は
そ
の
議
論
を
、
歴
史
的
事
実
や
過
去
の
判
例
な
ど
と
関
連
づ
け
て
展
開
し
た
た
め
、
そ
の
言
説
は
し
ば
し
ば
瑣
末
に
立
ち
入
り
、
難
解
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
常
に
物
事
を
多
面
的
に
と
ら
え
た
た
め
、
善
悪
を
単
純
に
決
め
つ
け
る
よ
う
な
議
論
と
は
異
り
、
そ
の
論
旨
は
明
快
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
彼
の
提
示
す
る
対
応
策
も
、
穏
当
で
現
実
的
で
は
あ
っ
た
が
、「
対
米
断
交
」
や
「
軍
備
全
廃
」
と
い
っ
た
矯
激
な
主
張
に
見
ら
れ
る
華
々
し
さ
が
な
く
、
読
者
や
聴
衆
に
対
す
る
訴
求
力
を
欠
い
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
彼
の
議
論
は
、
そ
の
語
り
口
や
内
容
に
お
い
て
、
人
々
の
印
象
に
残
り
や
す
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
彼
に
与
え
ら
れ
た
社
会
的
な
評
価
や
知
名
度
の
高
さ
、
ま
た
公
刊
さ
れ
た
論
稿
の
総
量
か
ら
み
て
、
米
田
が
国
民
の
知
識
水
準
の
向
上
の
た
め
に
傾
け
た
努
力
は
、か
な
り
の
程
度
ま
で
報
わ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。し
か
し
当
時
の
人
々
は
、
米
田
の
言
説
を
ひ
ろ
く
受
容
れ
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
学
び
と
り
は
し
て
も
、
そ
の
主
張
を
深
く
心
に
刻
む
こ
と
は
な
３７６
米
田
實
の
対
外
認
識
五
五
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
米
田
に
数
多
く
の
原
稿
や
講
演
が
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
事
実
と
、
今
日
、
そ
の
名
が
ほ
ぼ
完
全
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
、
こ
の
二
つ
の
事
実
に
、
彼
の
果
し
た
役
割
と
、
そ
の
限
界
と
が
、
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
註
（
１
）
本
節
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
伊
藤
信
哉
「
国
際
問
題
評
論
の
先
駆
・
米
田
實－
そ
の
経
歴
・
人
物
・
言
説－
」『
政
治
経
済
史
学
』
第
三
九
三
号
、
一
九
九
九
年
お
よ
び
同
「
米
田
實
年
譜
・
著
作
目
録
」『
松
山
大
学
論
集
』
第
二
〇
巻
五
号
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。
（
２
）
こ
の
ほ
か
、
立
教
大
学
で
も
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
ら
し
い
（
實
の
四
女
に
あ
た
る
米
田
悦
子
氏
の
、
伊
藤
へ
の
談
話
〔
一
九
九
八
年
一
二
月
一
七
日
分
〕
に
よ
る
）。
（
３
）
石
田
秀
人
『
在
京
福
岡
県
人
物
誌
』
我
観
社
、
一
九
二
八
年
、
一
二
一
頁
。
（
４
）
米
田
實
『
最
近
世
界
の
外
交
』
外
交
時
報
社
出
版
部
、
一
九
二
〇
年
、
同
『
現
代
外
交
講
話
』
白
揚
社
、
一
九
二
六
年
。『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
の
追
悼
記
事
も
「
博
士
の
面
目
は
寧
ろ
そ
の
厖
大
な
雑
誌
論
文
及
び
新
聞
紙
上
の
時
事
論
説
に
現
は
れ
た
」
と
し
て
い
る
（「
米
田
實
博
士
の
訃
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
四
七
巻
二
号
、
一
九
四
八
年
、
六
四
頁
）。
（
５
）
米
田
と
『
外
交
時
報
』
と
の
つ
な
が
り
は
深
く
、
同
誌
の
創
刊
四
〇
周
年
に
際
し
て
寄
せ
た
文
章
の
中
で
、
彼
は
「
随
分
長
く
時
報
誌
上
に
書
く
機
会
を
与
へ
ら
れ
、
非
常
の
親
し
み
を
も
つ
丈
け
、
何
だ
か
親
戚
位
ひ
な
感
情
を
も
つ
て
ゐ
る
」
と
述
懐
し
て
い
る
（
米
田
實
「
外
交
時
報
の
過
去
を
回
顧
し
て
」『
外
交
時
報
』
第
八
二
巻
七
七
六
号
、
一
九
三
七
年
、
二
七
八
頁
）。
（
６
）
明
治
末
期
と
昭
和
初
期
の
言
説
に
も
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
が
、
そ
の
本
格
的
な
検
討
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
７
）
米
田
實
「
学
童
隔
離
と
米
国
憲
法
の
保
障
」『
国
際
法
雑
誌
』
第
八
巻
一
号
、
一
九
〇
九
年
。
（
８
）
米
田
實
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
と
日
本
」『
外
交
時
報
』
第
三
八
巻
四
四
八
号
、
一
九
二
三
年
。
（
９
）
同
右
、
三
七
頁
。
（
１０
）
米
田
實
「
日
英
同
盟
と
英
米
関
係
」『
太
陽
』
第
二
六
巻
八
号
、
一
九
二
〇
年
。
（
１１
）
米
田
實
「
講
和
条
約
と
米
国
」『
太
陽
』
第
二
六
巻
三
号
、
一
九
二
〇
年
、
四
八
頁
。
（
１２
）
米
田
實
「
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
ク
ー
リ
ッ
ジ
」『
外
交
時
報
』
第
三
八
巻
四
五
二
号
、
一
九
二
三
年
、
一
八
八
頁
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
五
六
３７５
（
１３
）
米
田
實
「
日
米
移
民
問
題
（
二
）」『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
三
八
巻
八
号
、
一
九
二
四
年
、
一
一
五
頁
。
（
１４
）
米
田
、
前
掲
『
現
代
外
交
講
話
』
四
二
頁
。
（
１５
）
米
田
實
「
日
米
外
交
関
係
」『
商
工
経
済
研
究
』
第
一
巻
二
号
、
一
九
二
六
年
、
二
九
頁
。
（
１６
）
米
田
實
「
条
約
改
正
と
土
地
所
有
権
」『
国
際
法
雑
誌
』
第
八
巻
六
号
、
一
九
一
〇
年
。
（
１７
）
米
田
實
「
米
国
の
移
民
政
策
」『
太
陽
』
第
二
一
巻
四
号
、
一
九
一
五
年
。
（
１８
）
米
田
實
「
在
米
日
本
人
の
一
大
問
題
」『
太
陽
』
第
一
四
巻
二
号
、
一
九
〇
八
年
。
（
１９
）
同
右
、
四
二
頁
。
（
２０
）
米
田
實
「
排
日
問
題
の
解
決
方
法
（
一
）」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
一
九
巻
三
号
、
一
九
二
〇
年
、
一
七
四－
一
八
一
頁
。
（
２１
）
米
田
實
「
排
日
的
移
民
法
に
接
し
て
（
下
）」『
外
交
時
報
』
第
三
九
巻
四
六
八
号
、
一
九
二
四
年
、
三
〇
頁
。
（
２２
）
米
田
實
「
米
国
の
参
戦
と
軍
備
拡
張
」『
外
交
時
報
』
第
二
六
巻
三
〇
八
号
、
一
九
一
七
年
、
二
四
頁
。
（
２３
）
米
田
實
「
不
人
望
な
る
日
本
と
葡
萄
牙
」『
外
交
時
報
』
第
三
〇
巻
三
五
二
号
、
一
九
一
九
年
、
七
頁
。
（
２４
）
米
田
實
「
帝
国
の
重
大
時
機
と
国
民
の
国
際
的
常
識
」『
中
央
公
論
』
第
三
九
巻
九
号
、
一
九
二
四
年
、
一
〇
頁
。
（
２５
）
米
田
實
「
日
米
共
同
宣
言
を
論
ず
」『
外
交
時
報
』
第
二
六
巻
三
一
四
号
、
一
九
一
七
年
、
二
二
頁
。
（
２６
）
米
田
實
「
米
国
人
の
特
質
、
特
色
」『
中
央
公
論
』
第
四
〇
巻
四
号
、
一
九
二
五
年
。
な
お
本
項
の
記
述
に
あ
た
り
、
同
論
文
に
お
け
る
米
田
自
身
の
文
章
を
、
表
記
を
現
代
的
に
改
め
た
う
え
で
随
所
に
引
用
し
た
。
（
２７
）
同
右
、
一
一
七－
一
一
八
頁
。
（
２８
）
米
田
實
「
我
儘
育
ち
の
若
旦
那
」『
中
央
公
論
』
第
三
六
巻
六
号
、
一
九
二
一
年
、
六
三
頁
。
（
２９
）
同
右
、
六
一
頁
。
（
３０
）
同
右
、
六
五
頁
。
（
３１
）
同
右
、
六
四－
六
五
頁
。
（
３２
）
米
田
實
「
戦
後
米
国
の
活
動
如
何
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
六
五
二
号
、
一
九
一
五
年
、
一
一
三
頁
。
（
３３
）
米
田
實
「
日
露
米
の
関
係
」（
朝
日
新
聞
社
『
時
局
問
題
批
判
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
四
年
に
所
収
）
二
二
頁
。
（
３４
）
米
田
實
「
米
国
参
戦
の
意
義
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
七
〇
九
号
、
一
九
一
七
年
、
二
八
頁
。
（
３５
）
米
田
實
「
米
国
の
政
治
と
日
本
の
政
治
」（
帰
政
一
社
『
各
国
政
治
比
較
講
演
集
』
第
一
巻
、
一
九
二
五
年
に
所
収
）
一
〇
頁
。
（
３６
）
同
右
、
一
二
頁
。
３７４
米
田
實
の
対
外
認
識
五
七
（
３７
）
同
右
、
一
七－
一
八
頁
。
（
３８
）
米
田
實
「
重
大
な
る
米
国
憲
法
修
正
」『
外
交
時
報
』
第
二
一
巻
二
四
四
号
、
一
九
一
五
年
。
（
３９
）
同
右
、
三
六
頁
。
（
４０
）
同
右
、
三
七
頁
。
（
４１
）
米
田
實
「
米
国
の
新
法
官
罷
免
制
と
外
人
保
護
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
一
二
巻
一
〇
号
、
一
九
一
四
年
。
（
４２
）
同
右
、
八
四
三
頁
。
（
４３
）
同
右
、
八
四
五
頁
。
（
４４
）
米
田
實
「
排
日
法
以
後
の
米
国
移
民
立
法
問
題
（
上
）」『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
四
〇
巻
二
号
、
一
九
二
六
年
、
三
八
頁
。
（
４５
）
米
田
實
「
米
国
大
統
領
候
補
選
定
に
就
て
」『
外
交
時
報
』
第
三
二
巻
三
七
八
号
、
一
九
二
〇
年
、
二
四
頁
。
（
４６
）
米
田
實
「
米
国
と
外
人
兵
役
協
約
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
一
七
巻
一
号
、
一
九
一
八
年
、
一
三
お
よ
び
一
七
頁
。
（
４７
）
た
と
え
ば
米
田
實
「
排
日
的
移
民
法
に
接
し
て
（
上
）」『
外
交
時
報
』
第
三
九
巻
四
六
七
号
、
一
九
二
四
年
、
二
〇－
二
一
頁
。
同
「
米
国
移
民
政
策
の
一
面
」『
外
交
時
報
』
第
四
〇
巻
四
七
四
号
、
一
九
二
四
年
、
四
二
頁
。
（
４８
）
米
国
の
外
交
に
関
す
る
彼
の
基
本
認
識
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
米
田
實
「
米
国
の
外
交
」
（
東
京
商
科
大
学
一
橋
会
『
復
興
叢
書
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
二
四
年
に
所
収
、
ま
た
米
田
、
前
掲
『
現
代
外
交
講
話
』
に
も
補
訂
再
録
）。
同
「
土
地
近
接
に
基
く
米
国
の
外
交
」
『
法
律
及
政
治
』
第
一
巻
一
・
三
・
六
・
七
号
、
一
九
二
二
年
。
同
「
米
国
の
東
洋
外
交
」『
政
経
論
叢
（
明
大
）』
第
二
巻
二
号
、
一
九
二
七
年
。
（
４９
）
米
田
、
前
掲
「
米
国
の
外
交
」
五
五
二
頁
（
頁
数
は
『
復
興
叢
書
』
の
も
の
。
以
下
同
じ
）。
（
５０
）
同
右
、
五
五
六－
五
六
三
頁
。
米
田
、
前
掲
「
土
地
近
接
に
基
く
米
国
の
外
交
」。
（
５１
）
米
田
、
前
掲
「
米
国
の
外
交
」
五
六
六－
五
八
〇
頁
。
ま
た
同
「
米
国
の
中
米
政
策
」『
外
交
時
報
』
第
一
七
巻
一
九
六
号
、
一
九
一
三
年
。
（
５２
）
米
田
、
前
掲
「
米
国
の
外
交
」
五
八
七－
六
〇
二
頁
。
（
５３
）
同
右
、
五
六
四
お
よ
び
五
八
〇－
五
八
一
頁
。
（
５４
）
同
右
、
六
〇
三－
六
〇
八
頁
。
た
だ
し
米
田
も
、
米
国
の
中
南
米
外
交
を
、
本
文
の
よ
う
に
否
定
的
に
ば
か
り
見
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
二
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
米
国
政
府
が
中
米
諸
国
を
招
い
て
ワ
シ
ン
ト
ン
で
会
議
を
開
き
、「
中
米
裁
判
所
設
置
条
約
」
な
ど
の
締
結
を
斡
旋
し
た
と
き
に
は
、
条
約
調
印
の
報
を
受
け
、
一
旦
そ
の
認
識
を
改
め
て
い
る
（
米
田
實
「
米
国
と
国
際
平
和
」『
国
際
知
識
』
第
三
巻
五
号
、
一
九
二
三
年
）。
し
か
し
実
際
に
締
結
さ
れ
た
条
約
は
、
速
報
か
ら
米
田
が
推
測
し
た
も
の
と
は
大
き
く
異
っ
て
い
た
た
め
、
米
国
外
交
に
対
す
る
米
田
の
評
価
も
、
そ
の
後
否
定
的
な
も
の
に
逆
戻
り
し
て
し
ま
っ
た
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
五
八
３７３
（
５５
）
米
田
、
前
掲
「
米
国
参
戦
の
意
義
」。
（
５６
）
米
田
實
「
米
国
と
太
平
洋
及
支
那
（
下
）」『
外
交
時
報
』
第
四
六
巻
五
四
六
号
、
一
九
二
七
年
。
（
５７
）
米
田
、
前
掲
「
米
国
の
東
洋
外
交
」
九
六－
九
七
頁
。
（
５８
）
米
田
實
「
米
国
の
東
洋
政
策
」『
太
陽
』
第
二
〇
巻
一
二
号
、
一
九
一
四
年
、
一
〇
七－
一
〇
九
頁
。
（
５９
）
米
田
實
「
米
国
大
統
領
ウ
イ
ル
ソ
ン
に
与
ふ
」『
中
央
公
論
』
第
三
〇
巻
一
号
、
一
九
一
五
年
、
一
四
七
頁
。
（
６０
）
同
右
、
一
五
〇－
一
五
二
頁
。
（
６１
）
米
田
、
前
掲
「
戦
後
米
国
の
活
動
如
何
」。
（
６２
）
米
田
、
前
掲
「
米
国
の
参
戦
と
軍
備
拡
張
」
二
〇－
二
四
頁
。
（
６３
）
米
田
、
前
掲
「
日
米
共
同
宣
言
を
論
ず
」
一
九－
二
一
頁
。
（
６４
）
米
田
實
「
英
米
関
係
と
日
本
」
『
日
本
及
日
本
人
』
第
七
三
四
号
、
一
九
一
八
年
、
二
七－
二
八
頁
。
こ
の
最
後
の
部
分
に
関
し
て
米
田
は
、「
日
米
軋
轢
機
会
の
掃
去－
是
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
事
項
で
あ
る
、
是
れ
蓋
し
日
米
親
善
の
唯
一
方
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
彼
の
観
光
団
や
ら
、
官
民
各
方
面
の
御
世
辞
の
交
換
や
ら
、
宴
会
や
ら
を
以
て
日
米
親
善
を
期
す
る
徒
輩
の
如
き
は
馬
鹿
の
骨
頂
で
、
真
に
国
交
を
解
し
得
る
も
の
で
は
無
い
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
（
同
頁
）。
（
６５
）
米
田
、
前
掲
「
日
英
同
盟
と
英
米
関
係
」
七
七－
七
八
頁
。
（
６６
）
た
と
え
ば
米
田
實
「
太
平
洋
形
勢
の
推
移
」（
朝
日
新
聞
社
、
前
掲
書
に
所
収
）
一
〇
二－
一
〇
七
頁
。
（
６７
）
米
田
、
前
掲
「
日
露
米
の
関
係
」
二
二
頁
。
（
６８
）
米
田
、
前
掲
「
帝
国
の
重
大
時
機
と
国
民
の
国
際
的
常
識
」
一
〇
頁
。
（
６９
）
米
田
實
「
英
米
と
日
本
」『
国
際
知
識
』
第
五
巻
二
号
、
一
九
二
五
年
、
一
二
頁
。
（
７０
）
同
右
、
一
四
頁
。
（
７１
）
米
田
、
前
掲
「
米
国
の
東
洋
外
交
」
九
六－
九
七
頁
。
米
田
實
『
世
界
の
大
勢
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
八
年
、
七
一
、
八
六
、
九
六
お
よ
び
一
〇
五
頁
。
（
７２
）
た
と
え
ば
米
田
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
締
結
さ
れ
た
海
軍
軍
縮
条
約
を
評
価
す
る
に
あ
た
り
、
日
米
の
建
艦
能
力
を
比
較
し
て
、
日
米
戦
争
と
な
り
、
無
制
限
の
建
艦
競
争
と
な
っ
た
場
合
に
、
日
本
は
米
国
に
到
底
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
米
田
實
「
華
盛
頓
会
議
の
成
果
」『
旬
刊
朝
日
』
第
一
巻
一
号
、
一
九
二
二
年
、
三
頁
）。
（
７３
）
た
と
え
ば
米
田
、
前
掲
「
太
平
洋
形
勢
の
推
移
」
一
〇
一－
一
一
〇
頁
。
同
、
前
掲
「
英
米
と
日
本
」。
ま
た
彼
は
、
国
際
聯
盟
協
会
で
評
議
員
３７２
米
田
實
の
対
外
認
識
五
九
を
務
め
る
な
ど
、
国
際
聯
盟
の
熱
心
な
支
持
者
で
も
あ
っ
た
（『
国
際
聯
盟
』
第
一
巻
一
号
、
一
九
二
〇
年
、
五
二
頁
）。
（
７４
）
米
田
實
「
日
本
人
帰
化
権
を
論
し
て
条
約
締
結
に
及
ふ
」『
国
際
法
雑
誌
』
第
八
巻
八
号
、
一
九
一
〇
年
。
（
７５
）
た
と
え
ば
米
田
實
「
米
国
の
排
日
運
動
撲
滅
策
」
『
外
交
時
報
』
第
一
七
巻
二
〇
四
号
、
一
九
一
三
年
。
同
「
排
日
問
題
の
解
決
方
法
（
三
）」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
二
〇
巻
一
号
、
一
九
二
一
年
。
（
７６
）
同
右
、
六
〇
頁
。
同
「
日
米
国
交
の
危
機
」『
中
央
公
論
』
第
二
八
巻
六
号
、
一
九
一
三
年
、
四
五
頁
。
（
７７
）
米
田
、
前
掲
「
日
米
国
交
の
危
機
」。
（
７８
）
同
右
、
四
八
頁
。
（
７９
）
米
田
實
「
米
国
の
一
般
移
民
制
限
案
と
日
本
人
特
殊
禁
止
案
」『
中
央
公
論
』
第
三
九
巻
四
号
、
一
九
二
四
年
、
一
二
五
頁
。
同
、
前
掲
『
現
代
外
交
講
話
』
一
六－
一
九
頁
。
（
８０
）
米
田
實
「
日
米
問
題
」（
朝
日
新
聞
社
、
前
掲
書
に
所
収
）
一
八
〇
頁
。
（
８１
）
米
田
實
「
排
日
問
題
再
燃
に
就
て
」『
外
交
時
報
』
第
三
〇
巻
三
五
三
号
、
一
九
一
九
年
、
一
六－
一
七
頁
。
同
、
前
掲
「
排
日
問
題
の
解
決
方
法
（
一
）」
一
七
一
頁
。
（
８２
）
米
田
實
「
在
米
日
本
人
の
一
大
問
題
」『
外
交
時
報
』
第
二
六
巻
三
一
二
号
、
一
九
一
七
年
。
（
８３
）
米
田
、
前
掲
「
排
日
問
題
再
燃
に
就
て
」。
（
８４
）
米
田
、
前
掲
「
排
日
問
題
の
解
決
方
法
」。
（
８５
）
米
田
、
前
掲
「
排
日
問
題
の
解
決
方
法
（
三
）」
七
〇
頁
。
（
８６
）
米
田
實
「
米
国
の
新
移
民
政
策
」『
外
交
時
報
』
第
三
七
巻
四
四
二
号
お
よ
び
四
四
四
号
、
一
九
二
三
年
。
同
、
前
掲
「
日
米
問
題
」。
同
、
前
掲
「
米
国
の
一
般
移
民
制
限
案
と
日
本
人
特
殊
禁
止
案
」。
（
８７
）
米
田
實
「
米
国
排
日
法
案
の
成
立
と
其
対
策
」『
改
造
』
第
六
巻
五
号
、
一
九
二
四
年
。
同
、
前
掲
「
排
日
的
移
民
法
に
接
し
て
」。
同
「
日
米
移
民
問
題
と
大
統
領
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
四
八
号
、
一
九
二
四
年
。
同
「
難
関
蝟
集
の
日
米
交
渉
」『
中
央
公
論
』
第
三
九
巻
六
号
、
一
九
二
四
年
。
同
「
日
米
移
民
問
題
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
三
八
巻
七－
八
号
、
一
九
二
四
年
。
（
８８
）
米
田
、
前
掲
「
日
米
移
民
問
題
（
二
）」
一
一
五
頁
。
（
８９
）
米
田
、
前
掲
「
難
関
蝟
集
の
日
米
交
渉
」
六
九
頁
。
（
９０
）
米
田
、
前
掲
「
帝
国
の
重
大
時
機
と
国
民
の
国
際
的
常
識
」。
こ
の
ほ
か
彼
は
、
日
本
の
国
力
の
増
進
、
黄
色
民
族
の
連
帯
を
根
本
的
な
対
策
と
し
て
主
張
し
て
い
る
（
同
右
、
お
よ
び
同
、
前
掲
「
米
国
排
日
法
案
の
成
立
と
其
対
策
」
一
四
頁
）。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
巻
第
六
号
六
〇
３７１
（
９１
）
米
田
、
前
掲
「
米
国
の
一
般
移
民
制
限
案
と
日
本
人
特
殊
禁
止
案
」
一
二
六
頁
。
同
、
前
掲
「
米
国
移
民
政
策
の
一
面
」
三
八
頁
。
（
９２
）
米
田
實
「
排
日
移
民
法
実
施
後
の
在
米
日
本
移
民
」『
太
陽
』
第
三
二
巻
四
号
、
一
九
二
六
年
、
八
頁
。
（
９３
）
同
右
、
七－
八
頁
。
（
９４
）
阿
野
政
晴
『
移
民
史
か
ら
見
た
松
岡
洋
右
の
少
年
時
代
』
阿
野
政
晴
、
一
九
九
四
年
、
一
一
八－
一
二
〇
頁
。
（
９５
）
米
田
實
、
前
掲
「
排
日
問
題
の
解
決
方
法
（
三
）」
六
一
頁
。
※
本
稿
は
、
二
〇
〇
五
年
度
松
山
大
学
特
別
研
究
助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
３７０
米
田
實
の
対
外
認
識
六
一
